
Cisco Spaces：キャプティブポータルアプ
リケーション

この章では、Cisco Spacesを使用してキャプティブポータルを作成する方法について説明しま
す。

•ポータルの作成と管理（1ページ）
•キャプティブポータルルール（42ページ）
• SSID, on page 49
•レポート, on page 53
•ユーザー管理, on page 57
•アクセスコード（58ページ）
•信頼できるデバイス, on page 71
•設定 （77ページ）
•ポータルの認定デバイスリスト（87ページ）
• Cisco Spacesキャプティブポータルの動作（88ページ）
•顧客の認証手順（94ページ）
•キャプティブポータルのスマートリンクとテキスト変数（105ページ）

ポータルの作成と管理
ポータルは、Wi-Fiユーザーが SSIDに接続したときに表示されるユーザーインターフェイス
です。Cisco DNA Spacesを使用してキャプティブポータルを作成し、Cisco DNA Spacesにより
提供されるさまざまなポータルモジュールを使用して、ポータルを強化できます。

Cisco DNA Spacesでは、独自のポータル（エンタープライズキャプティブポータル）を使用
して、Wi-Fiに接続するエンドユーザーをオンボードすることもできます。エンタープライズ
キャプティブポータルの詳細については、エンタープライズキャプティブポータルを参照し

てください。
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ポータル作成の前提条件

•ポータルを適用可能なロケーションを指定するには、ロケーション階層を定義する必要が
あります。ロケーション階層の定義の詳細については、ロケーション階層の定義のセク

ションを参照してください。

•ポータルのソーシャル認証を設定する場合は、使用するソーシャルアプリケーションで該
当する設定を行い、そのソーシャルアプリケーションを Cisco Spacesに追加する必要があ
ります。ソーシャル認証の設定の詳細については、「ポータルのソーシャル認証」のセク

ションを参照してください。

•ポータルに SMSベースの認証を設定する場合は、SMSゲートウェイを設定する必要があ
ります。SMSゲートウェイ設定の詳細については、CiscoDNASpacesでのSMSゲートウェ
イの設定（77ページ）のセクションを参照してください。

帯域幅の要件

キャプティブポータルの場合、優れたエンドユーザーエクスペリエンスのために、最低 30
Mbpsの帯域幅をお勧めします。

次の表は、帯域幅に基づきキャプティブポータルをロードするための応答時間を示していま

す。

表 1 :

応答（秒）ユーザ数帯域幅

5.8611 Mbps

5.492

5.403

5.634

5.925
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応答（秒）ユーザ数帯域幅

5.0912 Mbps

5.102

5.043

5.254

5.165

5.236

5.267

5.308

5.349

5.4010

5.4911

4.9255 Mbps

4.9810

5.0511

5.0812

5.1113

5.1314

5.1715

5.1816

5.2520

5.13257 Mbps

5.2030

5.2331

5.2632

5.2933

5.3334
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応答（秒）ユーザ数帯域幅

4.93309 Mbps

4.9835

5.0540

5.0741

5.1042

5.1343

5.1544

5.1745

5.1946

5.1547

4.683511 Mbps

4.9140

5.0550

5.1655

5.1856

5.2057

5.2458

5.2859

5.2560

5.3061

サンプルのポータル

Cisco DNA Spacesは、さまざまな認証タイプのサンプルポータルを提供しています。

•データキャプチャによる電子メール認証

•パスワードの確認とデータのキャプチャを含むインライン SMS

•インラインソーシャル認証

•パスワードの確認とデータのキャプチャを含む SMS

•リンクの確認を含む SMS
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•電子メール認証

•ユーザー契約

さらに、COVID-19の要件を満たすためのサンプルポータルが提供されています。

サンプルポータルを確認してコピーを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]を選択します。

ステップ 3 表示される [Captive Portal]ウィンドウで、左ペインの Portalを選択します。

ポータルリストの下部に、さまざまな認証タイプのサンプルポータルが表示されます。

ステップ 4 目的のサンプルポータルの右端にある [Make a Copy]アイコンをクリックします。

ステップ 5 表示されるポータルウィザード画面で、キャプティブポータルの名前を指定します。

ステップ 6 必要に応じて、ポータル設定に必要なカスタマイズを行います。

ステップ 7 ポータルを保存します。

ポータルの作成

ポータルを定義するときに、ポータルを利用可能にする必要があるロケーションを設定するこ

ともできます。

ポータルを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]を選択します。

ステップ 3 表示される [Captive Portal]ウィンドウで、左ペインの [Portal]を選択します。

ステップ 4 [Create New]をクリックします。

ポータルウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Portal Name]フィールドに、ポータルの名前を入力します。

ステップ 6 このポータルを特定のロケーションでのみ使用できるようにする場合は、[Enable this portal forall locations]
チェックボックスをオフにします。

（注）
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デフォルトでは、[Enable this portal forall locations]チェックボックスがオンになっており、ロケーション
階層内のすべてのロケーションでポータルを使用できるようになっています。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

[Authentication]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [Authentication Type]ドロップダウンリストから、ポータルに適用する認証タイプを選択します。

選択した認証タイプに基づいて、追加のフィールドが表示されます。各種認証タイプの認証手順の詳細

については、ポータルへの認証の設定（11ページ）を参照してください。

ステップ 9 認証タイプの詳細を指定したら、[Next]をクリックします。

[Data Capture]ウィンドウが表示されます。

（注）

[Social Sign In]認証の場合、ソーシャルサインインではデータキャプチャがないため、[User Agreements]
画面に移動します。ソーシャルサインインでは手順 10から手順 12をスキップします。

ステップ 10 このポータルにデータキャプチャフォームを追加する場合は、[Enable Data Capture]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 11 データキャプチャフォームを設定します。[+ Add Field Element]ボタンを使用して、データキャプチャ
フォームに必要なフィールドを追加します。データキャプチャフォームへのフィールドの追加の詳細に

ついては、ポータルへのデータキャプチャフォームの追加（19ページ）を参照してください。

ステップ 12 [Next]をクリックします。

[User Agreements]ウィンドウが表示されます。

ステップ 13 [Terms & Condition Message]フィールドに、ポータルの「利用規約」を入力します。

（注）

デフォルトでは、[Enable Terms & Conditions]チェックボックスはオンになっています。「利用規約」を
指定しない場合は、[Enable Terms & Conditions]チェックボックスをオフにします。

ステップ 14 利用規約とともにプライバシーポリシーを表示する場合は、[Enable Privacy Policy]チェックボックスを
オンにして、表示される [Privacy Policy]フィールドにプライバシーポリシーを入力します。

プライバシーポリシーを指定すると、顧客獲得時に「利用規約」とともにプライバシーポリシーも表示

されます。

ステップ 15 [How frequently do you want users to accept agreements]ドロップダウンリストから、顧客がインターネット
にアクセスするために「利用規約」に同意する必要がある頻度を選択します。

ステップ 16 [User Accepts Terms In]領域で、顧客獲得時に「利用規約」をどのように表示するかを選択します。

• [1-Click]：[Terms & Conditions]リンクのみを表示する場合は、このオプションを選択します。この
オプションを選択すると、顧客獲得時に、顧客は [Accept Terms and Continue]ボタンをクリックして
先に進むことができます。

• [2-Click]：[Terms & Conditions]リンクとともにチェックボックスを表示する場合は、このオプショ
ンを選択します。このオプションを選択した場合、顧客獲得時に、顧客はチェックボックスを選択

し、[Accept Terms and Continue]ボタンをクリックして先に進む必要があります。
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（注）

[2-Click]オプションは、特定の国の法的要件を満たすために Cisco DNA Spacesで提供されています。

ステップ 17 特定の年齢未満の顧客によるインターネットアクセスを制限する場合は、[Enable Age gating]チェック
ボックスをオンにして、必要な年齢制限の方法を以下から選択します。

• [Moderate]：このオプションを選択した場合、顧客獲得時に、顧客は年齢が 16歳以上であることを
確認する必要があります。

• [Strict]：このオプションを選択すると、顧客獲得時に、顧客は生年月日を指定してインターネット
にアクセスする必要があります。顧客が16歳未満の年齢を指定した場合、警告メッセージが表示さ
れ、顧客はそれ以上インターネットにアクセスできなくなります。ただし、必要に応じて、年齢を

変更するオプションが顧客に提供されます。

ステップ 18 [Save and Configure Portal]をクリックします。

[Portal saved successfully]メッセージが表示されて [Portal]ウィンドウが開き、左側にポータルモジュール
が、右側にポータルのプレビューが表示されます。

ステップ 19 ポータルモジュール（7ページ）を使用してポータルに機能を追加します。

ステップ 20 [Save]をクリックして、各モジュールに加えた変更を保存します。

（注）

ポータルの作成時に、ポータルの名前と場所を指定した後で、ポータルを保存できます。新しいポータ

ルが [Portal]ウィンドウにリストされます。そのポータルの [Edit Portal]ボタンを使用して、認証タイプ、
利用規約、データキャプチャフォームなどを後でいつでも構成できます。

（注）

キャプティブポータルを使用してSSIDに接続する顧客の名前や電話番号などの詳細情報をキャプチャす
るには、「データキャプチャフォーム」をキャプティブポータルに追加していることを確認してくださ

い。顧客獲得時（ランタイム）に、インターネットをプロビジョニングする前に、データキャプチャ

フォームが顧客に表示されます。キャプチャされた顧客の詳細情報は、Cisco DNA Spacesに保存されま
す。

（注）

ポータルをキャプティブポータルルールに関連付けると、ポータルが稼働を開始し、そのルールが公開

されます。

ポータルモジュール

次のとおり、Cisco Spacesのポータルモジュールがあります。

• Header/Branding—このモジュールを使用してポータルのページタイトルとブランド名を
定義します。

[ページタイトル（PageTitle）]フィールドを使用してキャプティブポータルのページタイ
トルを変更します。更新されたページタイトルが使用するCiscoSpaces：キャプティブポー
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タルアプリケーションに表示されます。ブランド名をテキストやロゴのイメージで追加で

きます。

• Welcome Message：このモジュールを使用してポータルにウェルカムメッセージを追加し
ます。初回ユーザーとリピートユーザーに異なるウェルカムメッセージを表示するように

構成できます。

• Notice：このモジュールを使用してポータルに通知を追加します。これにより、必要に応
じてポータルユーザに通知を表示できます。太字テキスト、テキスト、またはイメージ形

式のテキストで通知するように設定できます。

• Authentication：ポータルの作成時に選択した認証タイプに基づいて、ポータルに認証モ
ジュールが表示されます。モジュールの名前は、認証タイプに基づきます。たとえば、

ポータルの認証タイプとして [SMS with link verification]を選択した場合、そのポータルの
認証モジュールの名前は「SMSAuthentication」になります。認証モジュールには、ポータ
ルのランディングページ URLを構成するためのプロビジョニングが含まれます。[Data
Capture]と [User Agreements]の両方が有効になっていない場合、認証タイプ [No
Authentication]の認証モジュールは使用できません。

• Venue Map：このモジュールを使用して、施設マップのラベルとアイコンを追加します。
施設マップは、ロケーションに基づいてワイヤレスネットワークからポータルにアップ

ロードされます。

• Videos：このモジュールを使用してポータルにYouTubeビデオを追加します。また、ポー
タルのビデオセクションに適したキャプションとアイコンも追加できます。またアップ

ロードすると、ビデオのプレビューを表示できます。

• Feedback：このモジュールを使用してポータルのフィードバックの質問を追加します。複
数の選択肢と評価の質問を追加できます。このモジュールでは、[Submit]ボタン、[Thank
You]メッセージ、および [Post Submission]ボタンのラベルもカスタマイズできます。コメ
ントを追加するためのテキストボックスをユーザーに表示するかどうかを設定することが

できます。また、フィードバック用の電子メールアドレスおよび件名を指定することもで

きます。

• Help：このモジュールを使用して、顧客がサポートを求める際に連絡するヘルプの電話番
号を追加します。ヘルプのキャプションおよびアイコンをカスタマイズできます。

• GetApps：このモジュールを使用してポータルにアプリケーションを追加します。このモ
ジュールを使用して、各アプリケーションに適したキャプションとアイコンを追加できま

す。

• Get Internet：顧客がポータルの [Get Internet]セクションから移動できる外部 URLを追加
します。この URLにアクセスするには、指定された利用規約を顧客が承認する必要があ
ります。

• Promos & Offers：このモジュールを使用して、ポータルで表示するプロモーションおよ
び特典を追加します。プロモーションのタイトルを変更できます。プロモーションごとに

適したキャプションとイメージを追加し、プロモーションの詳細のURLを指定できます。
プロモーションは回転式で表示されます。
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• Add Module：このモジュールを使用して、ポータルにカスタマイズしたコンテンツおよ
びメニューアイテムを追加します。前述のすべてのモジュールは、Cisco Spacesによって
提供されるデフォルトのモジュールです。[AddModule]ボタンを使用すると、要件に応じ
てポータルに別のアイテムを追加できます。

ポータルの言語の設定

Cisco DNASpacesでは、ポータル内のモジュールのキャプションや静的コンテンツを表示する
言語を設定できます。英語以外の言語で静的コンテンツを表示するには、対応するテキストを

Cisco DNA Spacesにアップロードする必要があります。Cisco DNA Spacesは、英語以外の言語
でのコンテンツの入力をサポートしていません。デフォルトの言語は英語に設定されていま

す。デフォルトの言語は変更できます。

Cisco DNASpacesを使用して、ある言語で作成されたコンテンツを他の言語に翻訳することは
できません。

（注）

ポータルのコンテンツを表示する言語を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メッセージ、国名などの静的コンテンツを英語ではない言語で表示するには、その言語のキー値をアップ
ロードします。任意の言語のキー値をアップロードする操作の詳細については、任意の言語の静的コンテ

ンツのキー値のアップロード（10ページ）を参照してください。

ステップ 2 言語を設定するポータルを開きます。

ステップ 3 [Portal]ウィンドウの上部にある [Languages]（地球）アイコンをクリックします。

[Add Language]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Add Language]をクリックします。

ステップ 5 表示される検索フィールドに、言語を入力します。

その言語が Cisco DNA Spacesでサポートされている場合、言語名がドロップダウンリストに表示されま
す。

ステップ 6 言語名の隣に表示される [Add]ボタンをクリックします。

言語が [Added Languages]リストに追加されます。

ステップ 7 [Add]をクリックします。

ポータルで、[Languages]アイコンの隣にドロップダウンリストが表示され、新しく追加された言語がその
ドロップダウンリストに表示されます。
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ステップ 8 [Languages]アイコンの隣のドロップダウンリストから、ポータルの静的コンテンツを表示する言語を選択
します。

各モジュールのキャプションは、選択された言語で表示されます。

デフォルト言語の設定

デフォルト言語を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルで、ウィンドウ右上の [Languages]アイコンをクリックします。

ステップ 2 [AddLanguage]ウィンドウで、[Default Language]ドロップダウンリストからデフォルト言語を選択します。

ステップ 3 [Add]をクリックします。

任意の言語の静的コンテンツのキー値のアップロード

静的コンテンツを英語以外の言語で表示するように設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルで、ウィンドウ右上の [Languages]アイコンをクリックします。

ステップ 2 [Add Language]ウィンドウで [Download]をクリックしてテンプレートをダウンロードし、保存します。

ステップ 3 テンプレートを開きます。

テンプレートには、さまざまな静的メッセージのキー値と、言語が英語である場合に表示されるメッセー

ジが含まれています。英語の列には、1行目に「en」と表示されています。

ステップ 4 英語の列の隣に、静的コンテンツを表示する言語の言語識別子を入力します。

たとえば、コンテンツをアラビア語で表示する場合は、1行目に「AR」と入力します。

ステップ 5 残りの行には、対応するキーに対して表示する必要があるテキストを入力します。

ステップ 6 ファイルを保存します。

ステップ 7 [Add Language]ウィンドウで、[Upload]ボタンを使用してウィンドウをアップロードします。

ステップ 8 [Add]をクリックします。
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次のタスク

静的コンテンツを任意の言語で表示する方法については、ポータルの言語の設定（9ページ）
を参照してください。

さまざまな言語の言語コードを次の図に示します。

図 1 :言語コード

ポータルへの認証の設定

ハッキングや悪用からポータルを保護するため、ポータルには、さまざまな認証オプションを

設定することができます。顧客は、認証が成功した場合にのみアクセスできます。

インターネットプロビジョニングのための認証は、SMS、電子メール、アクセスコード、また
は Facebook、Twitter、 LinkedInなどのソーシャルネットワークを介して実行できます。Cisco
DNASpacesは、SMS認証用としてサードパーティベンダーのSMSゲートウェイをサポートし
ています。「パスワードを含む SMSによる確認」または「リンクを含む SMSによる確認」を
使用して SMS認証を実行するように設定できます。「パスワードを含む SMSによる確認」の
場合、ポータル用のカスタム認証コードを定義するか、認証コードの自動生成を設定できま

す。

顧客の獲得中に、顧客がポータルのメニュー項目をクリックすると、認証プロセスが開始され

ます。ただし、認証モジュールがキャプティブポータルに表示されるようにインライン認証を

設定することもできます。インライン認証の詳細については、インライン認証 （19ページ）
を参照してください。

Cisco DNA Spacesは、次の認証タイプをサポートしています。

•パスワードを含む SMSによる確認：この認証タイプでは、携帯電話番号の確認が必須で
す。顧客が有効な携帯電話番号を入力すると、リンクと認証コードを含む SMSが携帯電
話番号に送信されます。顧客は、SMS内の認証コードを入力することで、インターネット
にアクセスできます。認証コードが入力されるまで、顧客は操作を進めることができませ

ん。この認証タイプの使用例には、SMSベースのエンゲージメントキャンペーン、イン
ターネットに接続するユーザーを確認するための国固有の要件などがあります。顧客獲得
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時の認証手順については、SMS with Password Verification認証の手順（96ページ）を参照
してください。「パスワードを含む SMSによる確認」の詳細については、ポータルでの
パスワード検証付き SMSの設定（14ページ）のセクションを参照してください。

リンクを含む SMSによる確認：この認証タイプでは、携帯電話番号の確認はオプション
です。顧客が有効な携帯電話番号を入力すると、認証リンクを含む SMSが携帯電話番号
に送信されます。顧客は、SMSの認証リンクをクリックして確認を完了することができま
す。ただし、顧客は確認プロセスをスキップして先に進むことができます。この認証タイ

プは、携帯電話番号の確認が必須でない場合に使用できます。顧客獲得時の認証手順につ

いては、リンク検証付き SMSによる認証の手順（94ページ）を参照してください。詳細
については、ポータルでのリンク検証付き SMSの設定（13ページ）を参照してくださ
い。

電子メール：顧客がインターネットにアクセスするには、有効な電子メール IDを入力す
る必要があります。顧客獲得時の認証手順については、電子メール認証の手順（98ペー
ジ）を参照してください。電子メール認証の設定に関する詳細については、Email認証の
ためのポータルの設定（16ページ）を参照してください。

ソーシャルサインイン：認証のために設定されているソーシャルサイトに顧客がログイン

している場合にのみ、インターネットへのアクセスが提供されます。このオプションを使

用するには、少なくとも1つのソーシャルサイトを設定する必要があります。顧客獲得時
の認証手順については、ソーシャル認証の手順（104ページ）を参照してください。ソー
シャルサインイン認証の設定に関する詳細については、「ソーシャルサインイン認証のた

めのポータル設定」のセクションを参照してください。

アクセスコード：顧客がインターネットにアクセスするには、有効なアクセスコードを入

力する必要があります。顧客獲得時の認証手順については、アクセスコード認証の手順

（101ページ）を参照してください。アクセスコード認証の設定に関する詳細については、
アクセスコード認証用ポータルの設定（17ページ）を参照してください。

認証なし：認証プロセスなしでインターネットへのアクセスが提供されます。顧客獲得時

の認証手順については、利用規約による認証省略の手順（103ページ）を参照してくださ
い。ポータルを認証なしに設定する手順の詳細については、認証なしでのポータルの設定

（18ページ）を参照してください。

[Opt In]オプションは、「ソーシャルサインイン」認証タイプでは使用できません。「ソーシャ
ルサインイン」を除くすべての認証タイプ用にデータキャプチャフォームを設定できます。

データキャプチャフォーム設定の詳細については、ポータルへのデータキャプチャフォームの

追加（19ページ）を参照してください。オプトイン機能の詳細については、「ユーザーのオ
プトインオプション」のセクションを参照してください。

（注）
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リンクを含む SMSによる確認またはパスワードを含む SMSによる確認の場合、SMSゲート
ウェイに渡す必要のある追加情報を含めることができます。たとえば、英語以外の言語でSMS
を顧客に送信する場合、SMSゲートウェイに送信される SMSにその情報を含めることができ
るようになりました。

（注）

ポータルでのリンク検証付き SMSの設定

ポータルで「リンク検証付き SMS」を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルを作成するときに、[Active Access Codes]ドロップダウンリストから [SMSwith Link verification]を
選択します。

ステップ 2 このポータルでインライン認証を構成し、ホームページに「データキャプチャフォーム」と「ユーザーの
同意」を表示する場合は、[DisplayAuthentication, Data Capture, andUser Agreements on portal home page]チェッ
クボックスをオンにします。インライン認証の詳細については、インライン認証 （19ページ）を参照し
てください。

ステップ 3 通知を受け取るかどうか選択するオプションを顧客に提供する場合は、[Allow users to Opt in to receive
message]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Allow users to Opt in to receive message]チェックボックスがオンになっている場合、次のフィールドが表示
されます。

• [Opt in Message]：オプトインメッセージを入力します。

• [Default Opt-In Check Box Behavior]

• [Checked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオンの状態で表示されるよう
にする場合は、このオプションをクリックしま

• [Unchecked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオフの状態で表示されるよ
うにする場合は、このオプションをクリックします。

ステップ 5 [SMS Text]フィールドに、ユーザーに送信する SMSに表示されるテキストメッセージを入力します。

（注）

顧客がキャプティブポータルにアクセスできるリンクを表示する際は、テキストメッセージを編集する際

に「{Link}」が削除されていないことを確認します。

ステップ 6 [Default Country]ドロップダウンリストから、この設定が適用される国を選択します。

ステップ 7 [SMS Gateway]ドロップダウンリストから、SMSゲートウェイを選択します。

[Settings]オプションで設定されたSMSゲートウェイが選択可能になっています。シスコが提供する有料の
[Demo Gateway]も使用できます。

Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーション
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（注）

SMSゲートウェイを設定するときの詳細については、CiscoDNASpacesでのSMSゲートウェイの設定（77
ページ）を参照してください。

ステップ 8 変更内容を保存します。

次のタスク

認証タイプが [SMS with link verification]のポータルには、[SMS Authentication]という名前の認
証モジュールがあります。この認証モジュールの詳細については、認証モジュール（19ペー
ジ）を参照してください。

（注）

ポータルの作成時に認証タイプを設定していない場合は、[Portals]ウィンドウでそのポータル
の [Edit Portal]ボタンを使用していつでも指定できます。

（注）

ポータルでのパスワード検証付き SMSの設定

ポータルを「パスワード検証付き SMS」に設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルを作成するときに、[Authentication Type]ドロップダウンリストから [SMSwith password verification]
を選択します。

ステップ 2 このポータルでのインライン認証を設定し、ポータルホームページにユーザー契約を表示する場合は、
[Display Authentication and User Agreements on portal home page]チェックボックスをオンにします。インライ
ン認証の詳細については、インライン認証 （19ページ）を参照してください。

ステップ 3 通知を受け取るかどうか選択するオプションを顧客に提供する場合は、[Allow users to Opt in to receive
message]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Allow users to Opt in to receive message]チェックボックスがオンになっている場合、次のフィールドが表示
されます。

• [Opt in Message]：オプトインメッセージを入力します。

• [Default Opt-In Check Box Behavior]

• [Checked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオンの状態で表示されるよう
にする場合は、このオプションをクリックしま

• [Unchecked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオフの状態で表示されるよ
うにする場合は、このオプションをクリックします。
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ステップ 5 [Password Type]で必要なオプションをクリックします。

• [Auto Generated password}：認証要求ごとに、パスワードを自動的に生成します。自動生成されたパス
ワードが顧客に送信されます。

• [Fixed Password]：認証用のパスワードを定義します。このパスワードは、すべての顧客に対して、認
証要求があるたびに送信されます。[FixedPassword]オプションをクリックすると表示される [Password]
フィールドに、顧客に送信するパスワードを入力します。

ステップ 6 [SMS field]フィールドに、ユーザーに送信する SMSに表示されるテキストを入力します。

（注）

顧客がキャプティブポータルにアクセスできるリンクを表示する際は、テキストメッセージを編集する際

に「{Link}」が削除されていないことを確認します。同様に、メッセージ内にパスワードを表示する際は、
「{Password}」が削除されていないことを確認します。

ステップ 7 [Default Country]ドロップダウンリストから、この設定が適用される国を選択します。

ステップ 8 [SMS Gateway]ドロップダウンリストから、SMSゲートウェイを選択します。

[Settings]オプションで設定されたSMSゲートウェイが選択可能になっています。シスコが提供する有料の
[Demo Gateway]も使用できます。

（注）

[SMS Gateway]ウィンドウが表示され、必要な SMSゲートウェイを設定できます。SMSゲートウェイを
設定するときの詳細については、Cisco DNA Spacesでの SMSゲートウェイの設定（77ページ）を参照し
てください。

ステップ 9 変更内容を保存します。

次のタスク

認証タイプが [SMSwith password verification]のポータルには、[SMSAuthentication]という名前
の認証モジュールがあります。この認証モジュールの詳細については、認証モジュール（19
ページ）を参照してください。

（注）

ポータルの作成時に認証タイプを設定していない場合は、[Portals]ウィンドウでそのポータル
の [Edit Portal]ボタンを使用していつでも指定できます。

（注）

Social Sign In認証のためのポータル設定

Cisco Spacesは、次のソーシャルネットワークを介した認証をサポートしています。

• Facebook

• Twitter

Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーション
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• LinkedIn

ソーシャルネットワークを介してインターネットへのアクセスを認証するには、そのソーシャ

ルネットワークのアプリケーションをCiscoSpacesで設定する必要があります。[設定（Settings）]
オプションを使用して、Cisco Spacesでソーシャルアプリケーションを設定できます。詳細に
ついては、ソーシャル認証のためのソーシャルアプリケーションの追加（86ページ）を参照
してください。

（注）

ポータルへのアクセスを Social Sign Inで認証するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルを作成する際、[Authentication Type]ドロップダウンリストから [Social Sign In]を選択します。

Cisco Spacesでの認証用にサポートされているソーシャルネットワークが、設定済みのソーシャルアプリ
ケーションと一緒に表示されます。

ステップ 2 このポータルでのインライン認証を設定し、ポータルホームページにユーザー契約を表示する場合は、
[Display Authentication and Users Agreements on portal home page]チェックボックスをオンにします。インラ
イン認証の詳細については、インライン認証 （19ページ）を参照してください。

ステップ 3 インターネットへのアクセスの認証に使用するソーシャルネットワークの隣にあるチェックボックスをオ
ンにします。

[Settings]セクションの [SocialApps]オプションで設定されたソーシャルネットワークを選択できます。ソー
シャルアプリケーションの設定の詳細については、ソーシャル認証のためのソーシャルアプリケーション

の追加（86ページ）を参照してください。

ステップ 4 変更内容を保存します。

次のタスク

•認証タイプが [Social Sign In]のポータルには、[Social Authentication]という名前の認証モ
ジュールがあります。この認証モジュールの詳細については、認証モジュール（19ペー
ジ）を参照してください。

• [+Add]ボタンをクリックすると [SocialApps]ウィンドウが表示されます。このウィンドウ
で、カスタマイズされたアプリケーションを設定できます。

•ポータルの作成時に認証タイプを設定していない場合は、[Portals]ウィンドウでそのポー
タルの [Edit Portal]ボタンを使用していつでも指定できます。

Email認証のためのポータルの設定

ポータルを Email認証に設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 ポータルを作成する際、[Authentication Type]ドロップダウンリストから [Email]を選択します。

ステップ 2 このポータルでのインライン認証を設定する場合は、[Display Authentication and User Agreements on portal
home page]チェックボックスをオンにします。インライン認証の詳細については、インライン認証 （19
ページ）を参照してください。

ステップ 3 通知を受け取るかどうか選択するオプションを顧客に提供する場合は、[Allow users to Opt in to receive
message]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Allow users to Opt in to receive message]チェックボックスがオンになっている場合、次のフィールドが表示
されます。

• [Opt in Message]：オプトインメッセージを入力します。

• [Default Opt-In Check Box Behavior]

• [Checked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオンの状態で表示されるよう
にする場合は、このオプションをクリックします。

• [Unchecked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオフの状態で表示されるよ
うにする場合は、このオプションをクリックします。

ステップ 5 変更内容を保存します。

次のタスク

認証タイプが [Email]のポータルには、[Email]という名前の認証モジュールがあります。この
認証モジュールの詳細については、認証モジュール（19ページ）を参照してください。

（注）

アクセスコード認証用ポータルの設定

アクセスコード認証用のポータルを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルを作成する際、[Authentication Type]ドロップダウンリストから [Access Code]を選択します。

ステップ 2 このポータルでのインライン認証を設定し、ポータルホームページにユーザー契約を表示する場合は、
[Display Authentication and User Agreements on portal home page]チェックボックスをオンにします。インライ
ン認証の詳細については、インライン認証 （19ページ）を参照してください。
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ステップ 3 通知を受け取るかどうか選択するオプションを顧客に提供する場合は、[Allow users to Opt in to receive
message]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Allow users to Opt in to receive message]チェックボックスがオンになっている場合、次のフィールドが表示
されます。

• [Opt in Message]：オプトインメッセージを入力します。

• [Default Opt-In Check Box Behavior]

• [Checked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオンの状態で表示されるよう
にする場合は、このオプションをクリックします。

• [Unchecked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオフの状態で表示されるよ
うにする場合は、このオプションをクリックします。

ステップ 5 変更内容を保存します。

キャプティブポータルアプリの左ペインに表示される [Access Code]オプションを使用して、アクセスコー
ドを作成し、顧客と共有することができます。アクセスコードの作成と共有の詳細については、アクセス

コード（58ページ）を参照してください。

次のタスク

[Data Capture]または [User Agreements]が有効になっている場合の [Access Code]認証タイプの
ポータル。この認証モジュールの詳細については、認証モジュール（19ページ）を参照して
ください。

（注）

認証なしでのポータルの設定

ポータルを認証なしで設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルを作成するときに、[Authentication Type]ドロップダウンリストから [No Authentication]を選択し
ます。

ステップ 2 ポータルホームページにデータキャプチャとユーザーの同意を表示する場合は、[Display Data Capture and
User Agreements on portal home page]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 通知を受け取るかどうか選択するオプションを顧客に提供する場合は、[Allow users to Opt in to receive
message]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [Allow users to Opt in to receive message]チェックボックスがオンになっている場合、次のフィールドが表示
されます。
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• [Opt in Message]：オプトインメッセージを入力します。

• [Default Opt-In Check Box Behavior]

• [Checked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオンの状態で表示されるよう
にする場合は、このオプションをクリックします。

• [Unchecked]：顧客獲得時に [Opt In]チェックボックスがデフォルトでオフの状態で表示されるよ
うにする場合は、このオプションをクリックします。

ステップ 5 変更内容を保存します。

インライン認証

キャプティブポータルでは、認証を他のモジュールとともにインラインモジュールとして追加

できます。つまり、顧客がキャプティブポータル内のリンクをクリックする前に認証オプショ

ンが表示されるため、認証プロセスを開始するために必要なクリック数が削減されます。

インライン認証を設定するには、[Authentication]画面で、インライン認証を設定するための
チェックボックスをオンにします。

[SMS with Link verification]認証タイプと [SMS with password verification]認証タイプの場合、認
証セクションには、携帯電話番号を入力するフィールドと [Connect]ボタンがあります。電子
メール認証の場合、認証セクションには電子メール IDを入力するフィールドがあります。ソー
シャル認証の場合、認証セクションには、ポータル用に設定されたソーシャルネットワークご

とに関連するボタンがあり、顧客はこのボタンを使用してソーシャルネットワーク経由で認証

を完了することができます。

認証モジュール

ポータルの認証タイプを選択すると、選択した認証タイプに基づいて、ポータルの認証モジュー

ルが作成されます。

ポータルの認証タイプとして [No Authentication]または [Access Code]を選択したときに、[Data
Capture]または [User Agreements]のいずれかが有効になっていない場合、そのポータルの認証
モジュールは作成されません。

認証モジュールには、ポータルの代替ランディングページを指定するフィールドがあります。

ポータルへのデータキャプチャフォームの追加

ポータルで [Social Sign In]以外の認証タイプを選択した場合、キャプティブポータルにデータ
キャプチャフォームを追加できます。ポータルの作成時に、データキャプチャフォームにフィー

ルドを追加できます。顧客の名、姓、携帯電話番号などの詳細をキャプチャするように、フィー

ルドを設定できます。顧客のフィルタリング基準となるビジネスタグの追加もできます。
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データキャプチャフォームで定義されたビジネスタグは、キャプティブポータルルール、エン

ゲージメントルール、プロファイルルールなどのルールで使用可能な [AddTags]オプションで
使用できます。

（注）

キャプティブポータルでデータキャプチャフォームを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ポータルを作成する場合は、利用規約を指定した後、[Next]をクリックします。

データキャプチャの画面が表示されます。

ステップ 2 [Data Capture]チェックボックスを有効にします。

ステップ 3 [Add Field Element]をクリックします。

データキャプチャフォームには、次のフィールド要素を追加できます。

• [Title]：顧客の敬称を指定します。たとえば、Mr、Msなどです。このフィールドを設定すると、顧客
獲得（ランタイム）中に、この Title、MrおよびMsが顧客のデータキャプチャフォームで選択できる
ようになります。

• [Email]：顧客の電子メール IDを指定します。

• [Mobile Number]：顧客の携帯電話の番号を指定します。携帯電話の番号のデフォルトの国を指定する
と、顧客獲得の際にデフォルトの国のコードがデータキャプチャフォームに表示されるようにできま

す。

• [First Name]：顧客の名を指定します。

• [Last Name]：顧客の姓を指定します。

• [Gender]：顧客の性別を指定します。

• [Date ofBirth]：顧客の生年月日を指定します。[Date ofBirth]フィールドを追加すると、[UserAgreements]
ウィンドウの [Enable Age Gating] エリアで [Moderate]オプションを選択できなくなります。

• [BusinessTags]：ビジネスタグ質問に対して顧客が選択する回答を提供します。このビジネスタグは、
顧客の分類に役立ちます。

•国固有のフィールド

•郵便番号：住所の郵便番号を提供します。

• CPF：CPFを提供します（これはブラジルにのみ適用されます）。

（注）
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[Email]フィールド要素は、Email認証の場合、電子メール情報は認証時にすでに収集されているため、使
用できません。[MobileNumber]フィールド要素は、顧客が認証時に携帯電話番号を入力する必要があるた
め、SMS with password verification認証では使用できません。

ステップ 4 対応するオプションをクリックして、フィールドを追加します。

一般のフィールド

• [Place Holder]フィールドには、フィールドのプレースホルダとして表示する必要があるテキストを入
力します。

•フィールドを必須にするには、[Make this field mandatory]チェックボックスをオンにします。

要素固有のフィールド

• [Mobile Number]フィールド要素では、デフォルトの国を選択し、顧客獲得時にその国の国コードが
データキャプチャフォームに表示されるようにします。

• [Zip/PostalCode]フィールド要素では、[Country]ドロップダウンリストから国を選択します。これによ
り、顧客はデータキャプチャフォームで特定の国の郵便番号を追加できます。複数の国の郵便番号を

サポートするには、[Add Country]をクリックして、別の国を追加します。

• [Business Tag]フィールド要素には、次の追加フィールドを設定する必要があります。

• [Name]フィールドには、ビジネスタグの名前を入力します。

• [Field Label]フィールドには、顧客に尋ねる質問を入力します。

• [+Add Option]をクリックします。

•表示されるフィールドに、顧客が選択するために提供する回答を入力します。

•その他の回答用選択肢も、同様に、[+ Add Option]を使用して追加します。

（注）

追加した選択肢を削除するには、対応する [Delete]アイコンを使用します。

（注）

顧客が認証プロセス中に [DataCapture]フォームにアクセスすると、指定した回答がドロップダウンリスト
で使用できるようになります。顧客は必要な値を選択できます。この値は、プロキシミティルールで顧客

をフィルタリングするのに使用できます。

ステップ 5 変更内容を保存します。

（注）

顧客獲得時に、データキャプチャフォームの [CPF]フィールドに入力された値は、「000.000.000-00」形式
に変換されます。ユーザーがCPFの数値を入力すると、数値は自動的にフォーマットされます。したがっ
て、キャプティブポータルのユーザーは、必要な形式を維持するためにドットやハイフンを手動で追加す

る必要はありません。
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ポータルのブランド名の定義

Cisco Spacesでは Header/Brandingモジュールを使用してポータルにブランド名とページタイ
トルを追加できます。ブランド名は、テキストまたはイメージとして追加できます。たとえ

ば、会社ロゴをブランド名として使用することができます。

ポータルのブランド名とページタイトルを定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ブランド名を定義するポータルを開きます。

ステップ 2 [ヘッダー/ブランディング（Header/Branding）]モジュールをクリックします。

ステップ 3 [ページタイトル（Page Title）]フィールドで、ページタイトルを編集します。

図 2 : Header/Brandingモジュール

（注）

•既存のポータルのページタイトルは、デフォルトで Cisco Spacesになります。新規作成されたポータ
ルでは、アカウント名がデフォルトのページタイトルとなります。ページタイトルは編集できます。

•この機能は、Cisco Spacesのベータ版 UIでのみ使用できます。

ステップ 4 [ヘッダーの有効化（Enable Header）]をクリックして、ポータルプレビューを表示します。

ステップ 5 ブランドのタイプを選択します。

a) [Text only]を選択する場合は、表示される [Brand Name]フィールドにブランド名を入力します。
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b) [Logo]を選択する場合は、表示される [Upload]ボタンをクリックし、ロゴイメージをアップロードし
ます。

ステップ 6 [Save]をクリックします。

ポータルにブランド名とページタイトルが正常に定義されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save & Publish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ポータルへのウェルカムメッセージの追加

[Welcome]モジュールを使用すると、ポータルにウェルカムメッセージを追加することができ
ます。追加されたウェルカムメッセージは、顧客がポータルにアクセスした際に表示されま

す。初回ユーザーとリピートユーザーに異なるウェルカムメッセージを表示するように設定で

きます。

ポータルにウェルカムメッセージを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ウェルカムメッセージの追加が必要なポータルを開きます。

ステップ 2 [Welcome Message]モジュールをクリックします。

[Welcome Message]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [First time visitor welcome text]フィールドで、顧客が初めてポータルにアクセスした際に表示する必要があ
るウェルカムメッセージを入力します。Smart Link変数を使用して、ロケーションの詳細を含めることが
できます。Smart Linkの詳細については、キャプティブポータルのスマートリンクとテキスト変数（105
ページ）を参照してください。

ステップ 4 リピートユーザーには別のウェルカムメッセージを表示する場合は、[Adda custommessage forRepeatVisitors]
チェックボックスがオンになっていることを確認し、その隣のテキストボックスに、再訪ユーザーのため

のウェルカムメッセージを入力します。Smart Link変数を使用して、名前とロケーションの詳細を含める
ことができます。変数「firstName」および「lastName」は、ポータルで [Data Capture]モジュールを [First
Name]および [Last Name]フィールドを使用して構成した場合にのみ選択できます。変数「firstName」およ
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び「lastName」は、「Social Sign In」以外の認証タイプで使用できます。Smart Linkの詳細については、
キャプティブポータルのスマートリンクとテキスト変数（105ページ）を参照してください。

ステップ 5 [Save]をクリックします。

ポータルにウェルカムメッセージが定義されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ポータルへの通知の追加

[Notice]モジュールでは、ポータル内に通知を表示することができます。このモジュールは、
顧客に重要な情報を伝える際に便利です。ティッカーおよびテキストの通知を追加できます。

テキストの通知とともにイメージを追加することもできます。

通知をいつまでポータル内に表示するかの日付を設定できます。

ポータル内の通知をダッシュボードから追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 通知を追加するポータルを開きます。

ステップ 2 [Notice]モジュールをクリックします。

[Notice]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 必要な通知の種類をクリックします。次のオプションを使用できます。

• [Ticker Text Only]：通知は、動くテキストの形式で表示されます。[Ticker Text Only]の場合、表示され
る [Notice]フィールドに通知のテキストを入力します。

• [Text Only]：通知は、テキスト形式で表示されます。[Text Only]の場合、表示される [Notice]フィー
ルドに通知のテキストを入力します。

• [Text with Image]：通知は、アップロードされたイメージを伴うテキストとして表示されます。[Text
with Image]の場合、以下の手順を実行します。

• [Notice]フィールドに、通知のテキストを入力します。
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• [Notice image]エリアで、[Upload]ボタンをクリックし、通知と一緒に表示する必要があるイメー
ジをアップロードします。

ステップ 4 [Hide After]フィールドで、通知をいつまでポータル内に表示するかの日付を選択します。

ステップ 5 [Save]をクリックします。

ポータルに通知が追加されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルール作成の詳細については、キャプティブポータル

を表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してください。

（注）

ポータルでの施設詳細の表示

[Venue Map]モジュールを使用すると、ポータル内に施設の詳細を表示することができます。
このモジュールを使用すると、施設に対し、ラベル名の定義、アイコンイメージのアップロー

ド、およびマップの表示をすることができます。

このモジュールのデフォルト名は、[Venue Map]です。モジュール名は、[Label]フィールドで
加える変更に応じて変更されます。

ポータルに施設の詳細を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 施設の詳細を追加するポータルを開きます。

ステップ 2 [Venue Map]モジュールをクリックします。

[VENUE MAP]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Label]フィールドに、ポータルに表示される施設マップのラベル名を入力します。

（注）

[Venue Map]モジュールの名前が、[Label]フィールドで指定した名前に変更されます。

ステップ 4 [Icon]領域で、マップラベルの隣に表示されるマップアイコンを、[Upload]ボタンを使用してアップロード
します。

（注）
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アイコンを削除するには、[Delete]アイコンを使用します。

ステップ 5 [Store Map]領域に、この施設のマップが、ワイヤレスネットワークと同様に表示されます。

（注）

マップは、ワイヤレスネットワーク（CUWN、Meraki）でマップが定義されているロケーションにポータ
ルが関連付けられている場合のみ、表示されます。顧客が現在いるロケーションのマップが表示されます。

ステップ 6 [Save]をクリックします。

ポータルに施設マップが設定されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ポータルへのビデオのアップロード

[Videos]モジュールを使用して、 Cisco DNA Spacesのポータルにビデオをアップロードできま
す。このモジュールでは、ポータル内のビデオが表示される領域にラベルとイメージを追加す

ることと、ビデオの YouTube URLを指定することができます。

このモジュールのデフォルト名は、[Videos]です。モジュール名は、[Label]フィールドで加え
る変更に応じて変更されます。

ポータルに表示できるのは、YouTubeのビデオのみです。（注）

ポータルにビデオをアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ビデオをアップロードするポータルを開きます。

ステップ 2 [Videos]モジュールをクリックします。

[VIDEOS]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 3 [Label]フィールドに、ポータル内のビデオが表示される領域のために表示が必要なラベルを入力します。

（注）

[Videos]モジュールの名前が、[Label]フィールドで指定した名前に変更されます。

ステップ 4 [Icon]領域で、ビデオラベルの隣に表示が必要なビデオアイコンを、[Upload]ボタンを使用してアップロー
ドします。

（注）

アイコンを削除するには、[Delete]アイコンを使用します。

ステップ 5 [Add a Video]をクリックします。

ステップ 6 表示される [YouTube URL]フィールドに、ポータルに表示するビデオの YouTube URLを入力します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

ポータルにビデオがアップロードされます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ポータルでの [Feedback]セクションの提供
Cisco DNA Spacesの [Feedback]モジュールを使用すると、ポータルの顧客からフィードバック
を収集することができます。このモジュールでは、[Feedback]セクションに複数の質問を追加
することができます。これらの質問には、選択肢による回答または評価による回答を付加でき

ます。顧客がコメントを追加できるテキストボックスを提供することもできます。

ポータルに [Feedback]セクションを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 フィードバックセクションを追加する必要があるポータルを開きます。

ステップ 2 [Feedback]モジュールをクリックします。

[FEEDBACK] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Label]フィールドに、[Feedback]セクションに表示する必要がある名前を入力します。
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ステップ 4 [Icon]エリアで、フィードバックラベルの隣に表示する必要があるアイコンイメージを、[Upload]ボタン
を使用してアップロードします。

ステップ 5 [Question]フィールドに、顧客に回答してほしい質問を入力します。

ステップ 6 [Image]エリアで、質問の隣に表示する必要があるイメージを、[Upload]ボタンを使用してアップロード
します。

ステップ 7 [Question Type]エリアで、次のいずれかを選択します。

• [Rating]：顧客は、評価で質問に回答できます。

• [Multiple Choice]：顧客は、提供される複数の選択肢から回答できます。このオプションを選択した
場合、[Option 1]および [Option 2]フィールドに回答の選択肢を入力します。提供する選択肢の数を
増やす場合は、[Add option]ボタンを使って選択肢を追加します。

（注）

[feedback]セクションに質問を追加するには、[Add question]ボタンを使用します。

ステップ 8 [Submit Button Label]フィールドに、顧客が回答の提出に使用する送信ボタンの名前を入力します。

ステップ 9 [Thank You/Success message]フィールドに、顧客が回答を提出した後に顧客に表示されるメッセージを入
力します。

ステップ 10 [Post Submission button label]フィールドに、顧客の回答が提出された後に表示されるボタンの名前を入力
します。顧客がこのボタンをクリックすると、Cisco DNA Spacesダッシュボードが表示されます。

ステップ 11 顧客がコメントを入力するためのテキストボックスを提供するには、[Add a text box for additional comments
from end user?] チェックボックスをオンにします。

ステップ 12 [Email to]フィールドに、フィードバックを送信する宛先の電子メールアドレスを入力します。

ステップ 13 [Email from]フィールドに、フィードバックメールの受信者に表示する [From]電子メールアドレスを入
力します。

ステップ 14 [Email Subject]フィールドに、フィードバックを含む電子メールの件名を入力します。

ステップ 15 [Save]をクリックします。

ポータルに [Feedback]セクションが作成されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）
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ポータルへのヘルプオプションの追加

[Help]モジュールを使用すると、Cisco DNA Spacesのポータルにヘルプラインを追加すること
ができます。顧客は、サポートが必要な際に、このヘルプラインを使用して連絡することがで

きます。このモジュールでは、ポータル内のヘルプラインが表示される領域にラベルとイメー

ジを追加することと、顧客がサポートが必要な際に連絡する番号を指定することができます。

このモジュールのデフォルト名は、[Help]です。モジュール名は、[Label]フィールドで加える
変更に応じて変更されます。

ポータルにヘルプオプションを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ヘルプオプションの追加が必要なポータルを開きます。

ステップ 2 [Help]モジュールをクリックします。

[HELP]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Label]フィールドに、ポータル内のヘルプラインが表示される領域に表示されるラベルを入力します。

（注）

[Help]モジュールの名前が、[Label]フィールドで指定した名前に変更されます。

ステップ 4 [Icon]領域で、ヘルプラベルの隣に表示されるヘルプアイコンを、[Upload]ボタンを使用してアップロード
します。

（注）

アイコンを削除するには、[Delete]アイコンを使用します。

ステップ 5 [Contact]フィールドに、ヘルプラインの番号を入力します。

ステップ 6 Saveをクリックします。

ポータルにヘルプオプションが定義されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）
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ポータルへのアプリケーションの追加

アプリケーションモジュールを使用すると、Cisco DNASpacesポータルにアプリケーションを
追加することができます。アプリケーションは、iOSアプリストアと Play Storeの両方から追
加できます。このモジュールでは、ポータル内のアプリケーションが表示される領域にラベル

とイメージを追加することができます。

このモジュールのデフォルト名は、[Get Apps]です。モジュール名は、[Button Label]フィー
ルドで加える変更に応じて変更されます。

ポータルにアプリケーションを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アプリケーションの追加が必要なポータルを開きます。

ステップ 2 [Get Apps]モジュールをクリックします。

[GET APPS]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Label]フィールドに、ポータル内のアプリケーションが表示される領域に表示されるラベルを入力しま
す。

（注）

[Get Apps]モジュール名が、[Label]フィールドで指定した名前に変更されます。

ステップ 4 [Icon]領域で、アプリケーションラベルの隣に表示が必要なアプリケーションアイコンを、[Upload]ボタ
ンを使用してアップロードします。

（注）

アイコンを削除するには、[Delete]アイコンを使用します。

ステップ 5 [Add an App]をクリックします。

ステップ 6 [Add App]領域で、次の手順を実行します。

a) [Platform]ドロップダウンリストから、アプリケーションプラットフォームを選択します。
b) [App Store URL]フィールドに、そこからアプリケーションを追加するアプリケーションストアの URL
を入力します。

c) [App URL Scheme]フィールドに、デバイスにアプリケーションをインストールする際に受け取るアプ
リケーションの URLスキームを入力します。

d) デスクトップおよびラップトップに別のURLを提供する場合は、[Show thisURL forDesktops andLaptops]
チェックボックスをオンにします。

e) [Show this URL for Desktops and Laptops]チェックボックスをオンにしたら、デスクトップおよびラップ
トップのための URLを入力します。

（注）

アプリケーションをさらに追加するには、[Add an App]ボタンを使用します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。
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ポータルにアプリケーションが追加されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ポータルからのインターネットへのアクセスの提供

[Get Internet]モジュールを使用すると、ポータルからインターネットへのアクセスを提供する
ことができます。[Get Internet]モジュールを使用すると、外部URLをポータルに追加すること
ができます。このモジュールでは、ポータル内のインターネットリンクが表示される領域にラ

ベルとイメージを追加することができます。

このモジュールのデフォルト名は、[Get Internet]です。モジュール名は、[Button Label]フィー
ルドで加える変更に応じて変更されます。

キャプティブポータルにインライン認証が設定されている場合、[Get Internet]モジュールは、
設定されていても、顧客の獲得中に表示されません。インライン認証の詳細については、イン

ライン認証 （19ページ）を参照してください。

（注）

ポータルからインターネットへのアクセスを提供するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 インターネットへのリンクの提供が必要なポータルを開きます。

ステップ 2 [Get Internet]モジュールをクリックします。

[GET INTERNET]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Label]フィールドに、ポータル内のインターネットリンクが表示されるエリアに表示されるラベルを入力
します。

（注）

[Get Internet]モジュールの名前が、[Label]フィールドで指定した名前に変更されます。
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ステップ 4 インターネットリンクの隣に表示が必要なアイコンを、[Upload]ボタンを使用してアップロードします。

（注）

[Delete]アイコンを使用して、画像を削除できます。

ステップ 5 ランディングページを変更するには、[Change Landing page URL]チェックボックスがオンになっているこ
とを確認します。

ステップ 6 [Launch Page]フィールドに、ポータルからインターネットに接続するための URLを入力します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

ポータルにインターネットにアクセスするためのオプションが設定されます。

次のタスク

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ポータルへのプロモーションとオファーの追加

[Promos & Offers]モジュールでは、顧客に提供するプロモーションおよびオファーをポータル
に追加することができます。さまざまなプロモーション URLにリンクできるさまざまなプロ
モーションアイテムをポータルに追加できます。このモジュールでは、各プロモーションにラ

ベル、アイコン、およびWeb URLを追加することができます。

プロモーションは回転式で表示されます。（注）

ポータルにプロモーションとオファーを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Promos & Offers]モジュールを追加するポータルを開きます。

ステップ 2 [Promos & Offers]モジュールをクリックします。

[Promos & Offers]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Label]フィールドに、プロモーションとオファーが表示されるエリアに表示されるラベルを入力します。
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ステップ 4 [Add a Promotion]をクリックします。

ステップ 5 [Promo Name]フィールドに、プロモーションリンクの名前を入力します。

ステップ 6 [Promo Image]エリアで、プロモーションリンクの隣に表示する必要があるアイコンを、[Upload]ボタンを
使用してアップロードします。

ステップ 7 [Link Promo to URL]フィールドに、プロモーションWebページにリンクする URLを入力します。

ステップ 8 [Save]をクリックします。

ポータルにプロモーションおよびオファーが追加されます。

次のタスク

[Add a Promotion]ボタンを使用すると、ポータルに複数のプロモーションを追加できます。（注）

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルールを作成するときの詳細については、キャプティ

ブポータルを表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してく
ださい。

（注）

ポータルからのプロモーションおよびオファーの削除

Cisco DNASpacesでは、必要な期間の後、ポータルからプロモーションを削除することができ
ます。

ポータルからプロモーションを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 プロモーションを削除するポータルを開きます。

ステップ 2 [Promos & Offers]モジュールをクリックします。

[PROMOSandOFFERS]ウィンドウが表示され、そのポータルに追加されているプロモーションが示されま
す。

ステップ 3 削除するプロモーションの右上に表示されている [Delete]アイコンをクリックします。
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カスタムのコンテンツとメニューアイテムのポータルへの追加

[AddModule]モジュールでは、要件に応じてポータルにカスタムのコンテンツやメニューアイ
テムを追加することができます。さまざまなWebページにリンクできるさまざまなメニュー
アイテムをポータルに追加できます。このモジュールでは、各メニューアイテムにラベル、ア

イコン、およびWeb URLを追加することができます。リンク先のWebページに互換性がある
場合、「戻る」ボタンを有効にすることもできます。

カスタマイズしたメニューアイテムをポータルに追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 カスタムメニューアイテムの追加が必要なポータルを開きます。

ステップ 2 [Add Module]をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかを選択します。

• [Custom Content]：カスタマイズした追加テキストをポータルに含めます。

• [Menu Item]：Webページにリンクするメニューアイテムをポータルに含めます。

カスタムモジュールがポータルモジュールリストに追加され、そのページが開きます。カスタムモジュー

ルに表示されるフィールドは、カスタムモジュールのタイプによって異なります。

ステップ 4 [Custom Content]の場合、カスタムモジュールに関する以下の詳細を入力します。

• [HTML Module Name]フィールドに、モジュールの名前を入力します。

• [Rich]フィールドにコンテンツを追加します。

ステップ 5 [Menu Item]フィールドの場合、カスタムモジュールの次の詳細を入力します。

a) [Label]フィールドに、カスタムメニューアイテムに表示されるラベルを入力します。

（注）

[Menu Item]モジュールの名前が、[Label]フィールドで指定した名前に変更されます。

b) [Icon]領域で、メニューアイテムの隣に表示が必要なアイコンを、[Upload]ボタンを使用してアップ
ロードします。

（注）

アイコンを削除するには、[Delete]アイコンを使用します。

c) [Link to URL]フィールドに、メニューアイテムのリンク先 URLを入力します。

（注）

Smart Linkオプションを使用すると、URLを強化することができます。[Add Variable]ドロップダウン
リストをクリックして追加できる変数を表示します。スマートリンクの作成についての詳細は、キャ

プティブポータルのスマートリンクとテキスト変数（105ページ）を参照してください。
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ステップ 6 リンク先Webページの「戻る」ボタンを有効にするには、[Enable Back button]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

カスタマイズされたコンテンツまたはメニューアイテムがポータルに正常に追加されます。

次のタスク

追加されたメニューアイテムは、ポータルのプレビューではテキストとして表示されますが、

実行時にはリンクとして表示されます。

（注）

パブリッシュされているキャプティブポータルにすでに関連付けられているポータルを変更す

る場合、[Save andPublish]ボタンをクリックして、変更を速やかにパブリッシュします。[Save
and Publish]ボタンは、ポータルがキャプティブポータルルールに関連付けられている場合の
み表示されます。キャプティブポータルルール作成の詳細については、キャプティブポータル

を表示するためのキャプティブポータルルールの作成（44ページ）を参照してください。

（注）

ポータルのエクスポート

Cisco DNASpacesでは、各種ポータルモジュールを使用して作成したポータルをエクスポート
することができます。

ポータルをエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 エクスポートするポータルを開きます。

ステップ 2 [Portal]ウィンドウの上部にある [Export Portal]アイコンをクリックします。

[Export Portal]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [Download]をクリックします。

ステップ 4 表示されるウィンドウで、次のいずれかを実行します。

a) エクスポートされたファイルを直接開くには、[Open]を選択します。
b) ポータルファイルをコンピュータに保存するには、[Save File]を選択します。

ポータルの zipファイルがコンピュータの [ダウンロード]フォルダに保存されます。

（注）
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ポータルは、zip形式でエクスポートされます。

ポータルのスタイルシートの編集

Cisco DNA Spacesの [Style Sheet Editor]オプションでは、ポータルのスタイルシートを更新す
ることができます。これは、ポータルのフォントプロパティや外観を変更するのに役立ちま

す。

ポータルのスタイルシートを編集するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 スタイルシートを編集するポータルを開きます。

ステップ 2 [Portal]ウィンドウの上部にある [Stylesheet Editor]をクリックします。

ステップ 3 [CSS Editor]タブで、スタイルシートに必要な変更を加えます。

ステップ 4 [Save]をクリックします。

次のタスク

スタイルシートを外部ソースからアップロードすることができます。たとえば、別のポータル

のためにデザインされた CSSなどです。

また、スタイルシートをダウンロードして必要な更新を行い、編集したスタイルシートをアッ

プロードすることもできます。たとえば、CSSデザイナーにポータルの編集を依頼する場合、
[DownloadCSS]ボタンを使用してスタイルシートをダウンロードすることができます。スタイ
ルシートに必要な変更を加えた後、[Upload CSS]ボタンを使用してCisco DNA Spacesにアップ
ロードすることができます。

スタイルシートへのアセットの追加

ポータルの外観を強化するため、イメージやフォントなどのアセットをポータルの [StyleSheet
Editor]に追加することができます。jpeg、png、tifなどのイメージファイルが追加できます。
スタイルシートを編集し、これらのアセットをポータルに組み込みます。

ポータルのスタイルシートにアセットを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 スタイルシートを編集するポータルを開きます。

ステップ 2 [Stylesheet Editor]をクリックします。
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ステップ 3 [Asset Library]タブをクリックします。

ステップ 4 アセットファイルをドラッグアンドドロップするか、[ChooseFile]ボタンを使用してアップロードします。

（注）

キャプティブポータルのアセットライブラリに新しいアセットをアップロードする場合、添付ファイルご

とにサポートされる最大ファイルサイズは 15 MBです。

ファイルがアセットリストに追加されます。

次のタスク

アセット下部のアセットで表示される [Copy Asset url]ボタンを使用して、アセットの URLを
コピーすることができます。このアセットをポータルに追加するには、スタイルシートの適切

な場所に URLを追加します。

アセットを削除するには、アセットリスト内のそのアセットに表示された [Delete]アイコンを
使用します。

ポータルのインポート

Cisco DNASpacesでは、外部パスからポータルをインポートすることができます。たとえば、
外部アプリケーションを使用してポータルを強化する場合、[Export Portal]アイコンを使用し
てポータルをエクスポートし、必要な強化を加え、[Import Portal]オプションを使用してポー
タルファイルを Cisco DNA Spacesにインポートすることができます。

ポータルをインポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]をクリックします。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、左ペインの [Portal]を選択します。

[Captive Portal]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ウィンドウの右上にある [Import Portal]をクリックします。

ステップ 5 表示される [Import Portal]ウィンドウで、次の手順を実行します。

a) [Portal Name]フィールドに、ポータルのファイル名を入力します。
b) ウィンドウにポータルをドラッグアンドドロップし、[ChooseFile]ボタンをクリックして、インポート
するファイルを選択します。

c) このポータルをすべてのロケーションで使用できるようにする場合は、[Add all locations to this portal]
チェックボックスがオンになっていることを確認します。選択したロケーションでのみポータルを使

用できるようにする場合は、[Add all locations to this portal]チェックボックスをオフにして、ポータル
を使用できるようにする必要があるロケーションを選択します。
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ウィンドウの右側に選択したロケーションが表示されます。

ステップ 6 [Import]をクリックします。

次のタスク

ポータルは、zip形式でアップロードされます。（注）

ポータルの削除

ポータルを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]をクリックします。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、左ペインの [Portal]を選択します。

[Captive Portal]ウィンドウが表示され、Cisco DNA Spaces内で使用可能なポータルのリストが表示されま
す。

ステップ 4 削除するポータルの右端に表示される [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 5 表示される [Delete Portals]ウィンドウで、[Yes]をクリックします。

ポータルが Cisco DNA Spacesから削除されます。

（注）

削除するポータルの隣のチェックボックスを複数選択し、ウィンドウの下部に表示される [Delete]ボタン
をクリックすると、複数のポータルを同時に削除できます。

（注）

キャプティブポータルルールに関連付けられているポータルは、削除できません。

ポータルの編集

ポータルを編集するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]をクリックします。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、左ペインの [Portal]を選択します。

[Captive Portal]ウィンドウが表示され、Cisco DNA Spaces内で使用可能なポータルのリストが表示されま
す。

ステップ 4 編集するポータルの右端に表示される [Edit]アイコンをクリックします。

ステップ 5 必要な変更を行い、各モジュールに加えた変更を保存します。

ステップ 6 変更をパブリッシュするには、そのポータルの [Save and Publish]ボタンをクリックします。

ポータルのロケーションの編集

ポータルのロケーションを編集するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]をクリックします。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、左ペインの [Portal]を選択します。

ステップ 4 [CaptivePortal]ウィンドウが表示されたら、ロケーションを編集するポータルのチェックボックスをオンに
します。

ステップ 5 ウィンドウの下部に表示される [Add to Locations]をクリックします。

ステップ 6 表示される [Add Locations to Portals]ウィンドウで、ポータルのロケーションを選択し、[Save Changes]を
クリックします。

ステップ 7 変更をパブリッシュするには、そのポータルの [Save and Publish]ボタンをクリックします。

ポータルプレビュー URLの電子メールでの送信
ポータルのプレビューURLを電子メールで送信し、受信者がそのURLを使用してポータルを
プレビューできるようにすることが可能です。

ポータルのプレビュー URLを電子メールで送信するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 プレビュー URLを電子メールで送信するポータルを開きます。

ポータルが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウの右端にある [Portal Preview]エリアの [Link]アイコンをクリックします。

ステップ 3 [Email Portal URL]フィールドに、ポータルプレビュー URLを電子メールで送信する宛先電子メール IDを
入力します。

ステップ 4 [Send]をクリックします。

URLが指定された電子メールアドレスに送信されたことを知らせるメッセージが表示されます。

QRコードを使用したポータルのプレビュー
Cisco DNA Spacesでは、ポータルの QRコードを使用してポータルをプレビューできます。こ
の機能を使用するには、使用するモバイルにQRコードリーダーアプリをインストールする必
要があります。

ポータルの QRコードをスキャンするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 QRコードをスキャンするポータルを開きます。

ステップ 2 ウィンドウの右端にある [Portal Preview]エリアの [Link]アイコンをクリックします。

ステップ 3 モバイルデバイスで QRコードリーダーアプリケーションを開きます。

ステップ 4 ポータルで、[Scan with QR code reader on your mobile device]というラベルのエリアに、モバイルデバイスで
フォーカスします。

モバイルデバイスはQRコードをスキャンして、URLを開くかどうか質問するメッセージを表示します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

モバイルデバイスの画面にポータルが開きます。

ポータルのプレビュー

Cisco DNA Spacesでは、キャプティブポータルの外観を表示することができます。Cisco DNA
Spacesを使用すると、キャプティブポータルで各モジュールを個別にプレビューできます。デ
フォルトのプレビューは、キャプティブポータルのホーム画面です。認証モジュールのプレ
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ビューは、顧客獲得（ランタイム）フローをシミュレートします。モジュールのプレビューは

回転式で表示されます。

キャプティブポータルをプレビューするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 プレビューを表示するポータルを開きます。

ポータルのホーム画面のプレビューは、[Portal Preview]エリアに表示されます。

ステップ 2 右向き矢印をクリックし、次の画面に移動します。

さまざまなデバイスでのポータルのプレビュー

Cisco DNASpacesでは、さまざまなデバイスでキャプティブポータルの外観を表示することが
できます。モバイルデバイス、タブレット、およびラップトップでのポータルをプレビューす

ることができます。Cisco DNASpacesを使用すると、キャプティブポータルで各モジュールを
個別にプレビューできます。デフォルトのプレビューは、キャプティブポータルのホーム画面

です。

デバイスのキャプティブポータルをプレビューするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 さまざまなデバイスでプレビューを表示するポータルを開きます。

デバイスで表示されるポータルのホーム画面のプレビューは、ポータルの右側に表示されます。

CSSエディターウィンドウが表示され、右側のペインにデバイスのプレビューが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

a) モバイルデバイスでのポータルのプレビューを表示するには、モバイルデバイスのタブをクリックし
ます。

b) タブレットでのポータルのプレビューを表示するには、タブレットタブをクリックします。
c) ラップトップでのポータルのプレビューを表示するには、ラップトップのタブをクリックします。

選択したデバイスでのキャプティブポータルホームページのプレビューが表示されます。

ステップ 3 キャプティブポータルで特定のモジュールをプレビューするには、隣にあるドロップダウンリストからモ
ジュールを選択します。

（注）
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[Preview]ウィンドウでその他のデバイスでのプレビューを表示するには、対応するタブをクリックしま
す。[Preview]ウィンドウでは、QRコードのスキャン、ポータルのURLの電子メールでの送信、および向
きの変更もできます。

キャプティブポータル内のモジュールの表示、非表示、順序変更

ポータル管理者は、モジュールの左上にあるオン/オフのトグルスイッチを切り替えることで、
ポータルに追加されたモジュールを表示または非表示にすることができます。モジュールを並

び替えるには、必要な位置にモジュールをドラッグアンドドロップします。プレビューセク

ションに変更が反映されます。

キャプティブポータルルール
キャプティブポータルルールにより、キャプティブポータルの表示および SSIDに接続してい
る顧客のインターネットプロビジョニングを管理できます。

キャプティブポータルルールを使用して、次の方法で、キャプティブポータルの表示およびイ

ンターネットプロビジョニングを管理できます。

•キャプティブポータルの表示：ルールに応じてフィルタリングされた顧客が、そのルール
で設定された SSIDに接続すると、キャプティブポータルが表示されます。必要な認証手
順が完了したら、ポータルのメニュー項目をクリックしてインターネットにアクセスでき

ます。顧客のロケーション、アクセス数、顧客が属するタグ、ロケーションへのアクセス

数、アクセス期間などに基づき、顧客に合ったさまざまなキャプティブポータルを表示す

るように設定できます。セッションごとに、インターネットを提供する必要がある期間を

制限することができます。また、このキャプティブポータルルールでインターネットに必

要な帯域幅を定義できます。

•直接インターネットアクセス：ルールに応じてフィルタリングされた顧客が、ルールで設
定された SSIDに接続すると、認証プロセスなしで、インターネットが即座に提供されま
す。この場合、キャプティブポータルは表示されません。

•インターネットアクセスの拒否：ルールに応じてフィルタリングされた顧客が SSIDに接
続しようとすると、インターネットが拒否されて接続を確立できません。

また、キャプティブポータルルールにより、次の操作を行うことができます。

•ルールのフィルタリングに基づいてタグを作成するか、または既存のタグを変更します。

•外部 APIへのキャプティブポータルにサインインする顧客の詳細を送信します。

キャプティブポータルルールでは、定義された条件が満たされているときに実行するアクショ

ンを設定できます。ロケーション、タグ、顧客のアクセスの数や時間、アプリケーションのス

テータスなど、さまざまなパラメータに基づいて、ルールに応じて顧客をフィルタリングでき

ます。
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この章では、キャプティブポータルルールを作成する方法について説明します。

キャプティブポータルルール作成の前提条件

•キャプティブポータルルールを適用可能なロケーションを指定するには、ロケーション階
層を定義する必要があります。ロケーション階層の定義の詳細については、「ロケーショ

ン階層の概要」セクションを参照してください。

• [CMXOn Prem]オプションの場合、必要なすべてのAPが Cisco CMXに追加されているこ
とを確認します。

•キャプティブポータルを表示するためSSIDを指定するには、ワイヤレスネットワークシ
ステムで作成された SSIDを Cisco Spacesにインポートする必要があります。SSIDのイン
ポートの詳細については、#unique_173を参照してください。

•キャプティブポータルルールに基づいてキャプティブポータルを表示するには、ポータル
を作成する必要があります。キャプティブポータルの作成の詳細については、ポータルの

作成と管理（1ページ）を参照してください。

•ルールを適用可能なタグを指定するには、タグを定義する必要があります。タグの作成の
詳細については、「ロケーションペルソナアプリを使用したタグの作成または変更」のセ

クションを参照してください。

•キャプティブポータルにサインインした顧客の姓名などの詳細を外部 APIに送信するに
は、キャプティブポータルでデータキャプチャフォームを設定する必要があります。Data
Captureフォームがないと、デバイスのMACアドレスなどの情報のみが外部 APIに送信
されます。データキャプチャフォーム設定の詳細については、ポータルへのデータキャプ

チャフォームの追加（19ページ）を参照してください。

•キャプティブポータルにはRADIUS認証を使用することを強くお勧めします。RADIUS認
証は、インターネットのシームレスなプロビジョニング、インターネットの拒否、および

セッション期間と帯域幅の定義を許可するために必須です。インターネットプロビジョニ

ングとRADIUS認証を管理するには、ワイヤレスネットワークで必要な設定を行います。

•使用するワイヤレスネットワークがMerakiの場合は、RADIUS認証用の CiscoMeraki
の設定で説明されている設定を行います。

•使用するワイヤレスネットワークが CUWN（Cisco AireOS）の場合は、インターネッ
トプロビジョニングおよび RADIUS認証のためのシスコワイヤレスコントローラの
設定で説明されている設定を行います。

•ワイヤレスネットワークが Cisco Catalyst 9800シリーズコントローラの場合、「DNA
Spaces上のRADIUSサーバーを使用したキャプティブポータル」に記載されている設
定を行います。
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キャプティブポータルを表示するためのキャプティブポータルルール

の作成

キャプティブポータルルールを作成する前に、すべての前提条件が満たされていることを確認

してください。キャプティブポータルルールを作成するための前提条件については、キャプ

ティブポータルルール作成の前提条件 （43ページ）を参照してください。

顧客のロケーション、顧客がオプトインユーザーかどうか、顧客が属するタグ、初回ユーザー

かリピートユーザーか、顧客のアクセス回数などに基づいて、ルールを適用する顧客をフィル

タリングできます。ロケーションまたはそのロケーションに関連付けられているメタデータに

基づいて、ルールが適用されるロケーションをフィルタリングできます。指定された時間内に

指定したロケーションに顧客がアクセスした回数に基づいて、ルールを適用することもできま

す。また、特定の期間内の特定の時間だけ、および特定の曜日だけにルールを適用するように

設定することもできます。

キャプティブポータルルールにより、ルールに応じてフィルタリングされた顧客が SSIDに接
続する際に、直接インターネット接続を提供するように設定することもできます。この場合、

キャプティブポータルは表示されませんが、顧客はインターネットへアクセスできるようにな

ります。また、キャプティブポータルルールに応じてフィルタリングされた顧客にインター

ネットアクセスを拒否するようにも設定できます。

キャプティブポータルルールを使用して、新しいタグを作成、またはルールに応じてフィルタ

リングされた顧客の既存のタグを変更できます。キャプティブポータルルールはまた、ルール

で設定されている SSIDに接続されている顧客の詳細を外部 APIへ送信します。

シスコワイヤレスコントローラが Cisco CMXを介して接続されている場合は、キャプティブ
ポータルルールが機能するために必要なすべてのAPがCisco CMXに追加されていることを確
認してください。ロケーション階層を定義した後、新しいAPをCisco CMXに追加すると、新
しく追加された APはロケーション階層に自動的に表示されます。

（注）

ポータルを表示するキャプティブポータルルールを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、Captive Portalアプリをクリックします。

ステップ 2 表示される [CaptivePortal]ウィンドウで、ダッシュボードの左ペインにある [CaptivePortalRule]をクリッ
クします。

ステップ 3 ウィンドウの右端にある [Create New Rule]をクリックします。

ステップ 4 [Rule Name]フィールドに、キャプティブポータルルールの名前を入力します。

ステップ 5 [Sense]領域で、次の手順を実行します。

a) [When a user is on WiFi]の後のドロップダウンリストから、[WiFi]を選択します。
b) [and connected to]の後のドロップダウンリストから、ルールを適用する SSIDを選択します。
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（注）

SSIDは、SSIDをインポート/設定した場合にのみ選択することができます。必要な SSIDがインポー
ト/設定されていない場合は、ドロップダウンリストに表示されている [ConfigureSSID]ボタンを使用
してインポート/設定できます。[Configure SSID]ボタンを選択すると、[Import/Configure SSID]ウィ
ンドウにリダイレクトされます。SSIDのインポート/設定の詳細については、#unique_173を参照して
ください。

ステップ 6 [Location]領域で、ルールを適用するロケーションを指定します。

ロケーション階層全体、グループ、ロケーション、フロア、ゾーンなどの 1つまたは複数のロケーショ
ンにルールを適用するように設定できます。キャプティブポータルルールにはMerakiと CUWNの両方
のロケーションを追加できます。ロケーション階層の作成に関する詳細については、「ロケーション階

層の定義」のセクションを参照してください。

選択したロケーション、またはその親や子のロケーションに定義されているメタデータに基づき、ロケー

ションを再度フィルタリングできます。ロケーションのメタデータ設定の詳細については、「ロケーショ

ンのメタデータの定義または編集」のセクションを参照してください。特定のメタデータのロケーショ

ンにルールを適用するか、または特定のメタデータのロケーションを除外することができます。ロケー

ションのフィルタリングの詳細については、ロケーションによるフィルタリング（81ページ）を参照し
てください。

ステップ 7 [IDENTIFY]領域で、ルールを適用する顧客のタイプを指定します。

（注）

顧客のオンボーディングステータス、顧客がオプトインユーザーかどうか、顧客が属するタグ、顧客の

訪問回数などに基づいてルールを適用する顧客をフィルタリングできます。これらのフィルタをすべて

適用することも、要件に応じて一部を適用することもできます。

キャプティブポータルルールを適用する顧客を指定するには、次の手順を実行します。

a) 顧客のオンボーディングステータスに基づいて顧客をフィルタリングするには、[Filter byOnboarding
Status]チェックボックスをオンにします。オンボーディング済みの顧客（認証プロセスを完了した
顧客）をルールでフィルタリングする場合は、[Onboarded Visitor]ラジオボタンをクリックします。
オンボーディング済みでない顧客（認証プロセスを完了していない顧客）をルールでフィルタリン

グする場合は、[Not Onboarded Visitor]ラジオボタンをクリックします。
b) オプトインステータスにより顧客をフィルタリングする場合、[FilterbyOpt-InStatus]チェックボック
スをオンにして、オプトインユーザーまたは非オプトインユーザーのどちらをフィルタリングする

かを指定します。オプトインユーザーの詳細については、ページ 6～ 5の「ユーザーのオプトイン
オプション」を参照してください。

c) タグに基づいて顧客をフィルタリングするには、[Filter by Tags]チェックボックスをオンにします。

（注）

2つの異なる方法でタグをフィルタリングできます。ルールを適用する必要のあるタグを指定するこ
とも、ルールを適用しないタグを指定することもできます。要件に基づいて、最適なフィルタリン

グ方法を選択できます。たとえば、1つのタグを除くすべてのタグの顧客にルールを適用する場合、
除外オプションを選択し、ルールを適用しない特定のタグを指定する方法が簡単です。

•選択したタグの顧客にルールが適用されるようにタグを含めるには、[Include]の [Add Tags]ボ
タンを使用します。
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•除外したタグの顧客にルールを適用しないようにするには、[Exclude]の [Add Tags]ボタンを使
用します。

タグフィルタの使用の詳細については、「タグによるフィルタリング」を参照してください。

d) 選択したロケーションにおける顧客の訪問数に基づいて顧客をフィルタリングするには、[Filter by
Previous Visits]チェックボックスをオンにします。

[AddLocations]ボタンをクリックします。[Choose Locations]ウィンドウで、顧客の訪問をフィルタリ
ングの条件にする必要があるロケーションを指定します。次のフィールドで、フィルタリング対象

のアクセス数と時間を指定します。自分で設定できる訪問回数と継続時間の詳細については、「以

前の訪問の条件」のセクションを参照してください。

ステップ 8 [Schedule]領域で、ルールを適用する期間を指定します。

a) [Set a date range for the rule]チェックボックスをオンにし、表示されるフィールドで、キャプティブ
ポータルルールを適用する期間の開始日と終了日を指定します。

b) [Set a time range for the rule]チェックボックスをオンにし、表示されるフィールドに、キャプティブ
ポータルルールを適用する時間範囲を指定します。

c) 特定の曜日にのみルールを適用する場合、[Filter by days of the week]チェックボックスをオンにし、
表示される曜日のリストからルールを適用する曜日をクリックします。

ステップ 9 [Actions]領域で、前述の条件が満たされたときに実行する操作を設定します。

a) ルールに応じてフィルタリングされた顧客のインターネットのプロビジョニングを管理するには、
次から必要なオプションを選択してください。

• [ShowCaptivePortal]：キャプティブポータルルールに応じてフィルタリングされた顧客が、その
ルールで設定されたSSIDに接続するとキャプティブポータルが表示されるようにするには、こ
のオプションを選択します。[Select Captive Portal]ドロップダウンリストから、このルールで定
義された条件を満たすときに表示するキャプティブポータルを選択します。

（注）

選択したロケーションに作成したポータルを選択することができます。必要なポータルを作成して

いない場合は、[Select Captive Portal]ドロップダウンリストにある [Create Portal]ボタンを使用して作
成できます。[Create Portal]ボタンを選択すると、[Create Portal]ウィンドウにリダイレクトされます。
ポータルの作成の詳細については、ポータルの作成（5ページ）を参照してください。

•あるセッションに対してインターネットが提供される期間を制限する場合は、[Session Duration]
チェックボックスをオンにして、表示されるフィールドにセッション期間を入力します。セッ

ション期間は分、時間、または日数で指定できます。

•このキャプティブポータルルールに基づいて顧客に提供されるインターネットの帯域幅を制限
する場合は、[Bandwidth]チェックボックスをオンにして、表示される帯域幅バーで帯域幅を指
定します。帯域幅は、1 kbpsから 1 tbpsの範囲で定義できます。

（注）

ここで定義されたセッション期間は、シスコワイヤレスコントローラやMerakiなどのワイヤレス
ネットワークのセッション有効期限の設定を上書きします。そのため、このオプションを使用する
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と、ワイヤレスネットワークで設定されているものより長いセッション期間をキャプティブポータ

ルで定義できます。

• [Seamlessly Provision Internet]：顧客が SSIDに接続してすぐにインターネットを提供するには、
このオプションを選択します。この場合、顧客は認証の手順を実行する必要がありません。こ

のオプションを使用するには、キャプティブポータルルール作成の前提条件 （43ページ）で説
明されているように、シスコワイヤレスコントローラやMerakiなどのワイヤレスネットワーク
で特定の設定を行う必要があります。このオプションに入力するデータは、ワイヤレスネット

ワークによって異なります。

• [Rule/Policy Name]フィールドに、ポリシーの名前を入力します。ワイヤレスネットワーク
で定義したものと同じ名前を指定する必要があります。

（注）

このフィールドは、シスコワイヤレスコントローラまたは Cisco 9800シリーズワイヤレスコント
ローラでは必須ではありません。

•セッション期間を指定するには、[SessionDuration]チェックボックスをオンにして、[EnterSession
Duration]フィールドに、接続ごとにインターネットアクセスを提供する期間を指定します。

•帯域幅を指定するには、[Bandwidth the Limit]チェックボックスをオンにし、表示される帯域幅
バーを使用して帯域幅を指定します。最大で 1 tbpsの帯域幅を指定できます。

[Show Manual Configuration]オプションを使用して、キャプティブポータルルールで許可される
帯域幅を手動で入力することもできます。このオプションを使用すると、事前定義された値で

はなく、設定したい正確な帯域幅を指定できます。帯域幅は、KBPS、MBPS、GBPS、または
TBPSで指定できます。

（注）

Merakiの場合、CiscoMerakiで設定された帯域幅が考慮されるため、帯域幅フィールドは必須ではあ
りません。

• [DenyInternet]：顧客がSSIDに接続しようとしたときに、ルールに応じてフィルタリングされた
顧客に対してインターネットを拒否するには、このオプションを選択します。この場合、顧客

は SSIDへの接続が許可されません。

b) このキャプティブポータルルールに基づいてフィルタリングされた顧客にタグを作成する、または、
フィルタリングされた顧客を既存のルールに追加または削除するには、[AddTags]ボタンをクリック
します。タグフィルタの使用の詳細については、「タグによるフィルタリング」セクションを参照

してください。

c) このルール向けに設定されたキャプティブポータルにサインアップした顧客の名、姓、携帯電話番
号などの詳細情報を外部APIに送信する場合は、[TriggerAPI]チェックボックスをオンにして、必要
なAPI設定を行います。API設定の詳細については、「トリガーAPIの設定」を参照してください。

（注）

ルールの概要がウィンドウの右側に表示されます。

ステップ 10 [Save and Publish]をクリックします。
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ルールがパブリッシュされ、[Captive Portal Rules]ウィンドウにリストされます。

（注）

ルールを今すぐパブリッシュしたくない場合、[Save]ボタンをクリックします。ルールを開いて [Save
andPublish]ボタンをクリックすることで、後でいつでもルールをパブリッシュできます。また、[Captive
Portal Rules]ウィンドウの右側にある [Make Rule Live]アイコンをクリックして、ルールをパブリッシュ
することもできます。

使用例：キャプティブポータルルール

XYZは、モバイルストアからスーパーマーケットまで、さまざまな事業のストリームライン
に関わっているビジネスグループです。XYZはニューヨークの各地に 5軒のモバイルストア
と 4軒のスーパーマーケットを展開しています。ニューヨークの XYZの SSID名は XYZIDで
す。XYZは顧客が XYZのスーパーマーケットから XYZIDに接続すると、スーパーマーケッ
トのさまざまな品目が利用可能なオファーを表示する、キャプティブポータル C1を表示した
いと考えています。同様に、キャプティブポータルC2は、XYZのモバイルストアからXYZID
に接続する顧客に表示される必要があります。キャプティブポータルは、オプトインではない

ユーザーに表示される必要があります。

スーパーマーケットのロケーション：L1、L2、L3、L4、L5

モバイルストアのロケーション：L7、L8、L9、L10

前述のシナリオを実現するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 シスコワイヤレスコントローラで、アクセスポイントのモードを定義し、ACLを作成し、SSID「XYZID」
を作成します。シスコワイヤレスコントローラの設定に関する詳細については、#unique_178を参照して
ください。

ステップ 2 Cisco DNA Spacesにログインします。

ステップ 3 [Import SSID]オプションを使用して、Cisco DNA Spacesに XYZIDを追加します。

ステップ 4 XYZのロケーション階層を作成します。ロケーション階層では、ニューヨークの XYZのすべてのスー
パーマーケットとモバイルストアが、ロケーション [New York]に属するロケーションとして定義される
必要があります。ロケーションL1、L2、L3、L4、L5のロケーションメタデータとしてキー [StoreType]、
値 [SM]を追加します。ロケーションL7、L8、L9、L10のロケーションメタデータとしてキー [StoreType]、
値 [MS]を追加します。ロケーションメタデータの定義の詳細については、「ロケーションのメタデータ
の定義または編集」のセクションを参照してください。

ステップ 5 スーパーマーケットのポータルC1と、モバイルストアのポータルC2を作成します。ポータルの作成の
詳細については、ポータルの作成（5ページ）を参照してください。

ステップ 6 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 7 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]を選択します。
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ステップ 8 [Captive Portal]ウィンドウで、左ペインの [Captive Portal Rule]を選択します。

ステップ 9 [Create New Rule]をクリックします。

ステップ 10 [RULE NAME]フィールドに、キャプティブポータルルールの名前「R1」を入力します。

ステップ 11 [When a user is on]ドロップダウンリストから [Wi-Fi]を、[add Connected to]ドロップダウンリストから
[XYZID]を選択します。

ステップ 12 [Locations]領域で、次の手順を実行します。

a) [Add Locations]ボタンをクリックし、表示される [Choose Locations]ウィンドウで、ニューヨークの
ロケーションを選択し、[OK]をクリックします。

b) [Filter by metadata]チェックボックスをオンにし、フィルタの [Add Metadata]ボタンをクリックしま
す。

c) [Choose Location Metadata]ウィンドウで、キー [StoreType]を選択し、値 [SM]を選択します。

（注）

ロケーションメタデータ [StoreType]は、ロケーション [New York]に属するロケーションに対して定
義されているため、[Choose Location Metadata]ウィンドウで選択することができます。

ステップ 13 [Identify]エリアで、[Filter by Opt-In Status]チェックボックスをオンにし、[Only for not opted-in Visitor]を
選択します。

ステップ 14 [Schedule]エリアで、[Set a date range for the rule]チェックボックスをオンにし、開始日に現在の日付を、
終了日に今年の最終日を指定します。

ステップ 15 [Actions]エリアで、[Show Captive Portal]を選択し、[Select Captive Portal]ドロップダウンリストから [C1]
を選択します。

ステップ 16 [Save and Publish]をクリックします。

ルールがパブリッシュされます。

ステップ 17 同様に、ロケーションメタデータキーが [StoreType]、値が [MS]、キャプティブポータルが [C2]の、別
のルール R2を、モバイルグループ用に作成します。

これで、顧客がXYZのスーパーマーケットにアクセスしてXYZIDに接続すると、C1が表示されます。
同じ顧客が XYZのモバイルストアから XYZIDに接続すると、C2が表示されます。

SSID
サービスセット識別子（SSID）は、ワイヤレスネットワーク識別子であり、

•ユーザーが使用デバイスを特定のワイヤレスネットワークに接続できるようにします

•企業がさまざまな場所にある複数のネットワークを区別して管理できるようにします

• Cisco Spaces内でさまざまなキャプティブポータルを割り当てるための基礎として機能し
ます。
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SSIDとは、顧客がインターネットにアクセスするために接続するワイヤレスネットワーク ID
を指します。ビジネス拠点に複数のSSIDを保持できます。CiscoSpacesでは、要件に応じて、
ビジネス拠点で同じ SSIDまたはさまざまな SSIDを使用して、異なるキャプティブポータル
を表示できます。

SSIDは、Cisco Unified Wireless Network（UWN）向けシスコワイヤレスコントローラなどの
ワイヤレスネットワークシステムで定義されます。SSIDに対してキャプティブポータルを表
示するには、SSIDを Cisco Spacesにインポートする必要があります。

インポートされた SSIDはグリッドビューに表示されます。各Meraki SSIDには、Merakiで
SSIDを設定できる「Detail」リンクがあります。必要に応じて、ワイヤレスネットワーク用に
インポートされた SSIDをグリッドから削除できます。

SSIDの [手動設定（Configure Manually）]リンクをクリックすると、対応するワイヤレスネッ
トワークの手動設定方法が表示されます。たとえば、Meraki SSIDの [手動設定（Configure
Manually）]リンクは、Cisco Merakiの設定手順につながります。

Cisco Spacesでは、SSIDが Cisco Merakiなどのワイヤレスネットワークから削除されていない
場合でも、SSIDを削除できます。この機能により、ネットワーク同期に遅延があるときに不
要な SSIDを削除できます。

SSIDのインポートまたは設定の前提条件
SSIDを Cisco Spacesにインポートまたは設定するには、次の手順を実行します。

•ロケーション階層を作成します。このプロセスの詳細については、「ロケーション階層の
概要」を参照してください。

•ワイヤレスネットワークシステムで SSIDを作成します。

• CUWN用の SSIDを作成するには、「Cisco DNA Spaceにおけるシスコワイヤレスコ
ントローラおよび Cisco Catalyst 9800シリーズコントローラの設定」の章を参照して
ください。

• Meraki用に SSIDを作成するには、「CiscoMerakiでの SSIDの有効化」セクションを
参照してください。

• Merakiの SSIDをインポートするには、 Cisco SpacesとMerakiが接続されていることを確
認してください。通常、この接続は、ロケーション階層を定義するときに確立されます。

または、Cisco Spacesダッシュボードの右上にある [Wi-Fi]アイコンを使用してMerakiに
接続することもできます。

•既存の SSIDの場合、ACLリストに現在のドメインとそれぞれの IPを保持することを推
奨します。
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ワイヤレスネットワークからの SSIDのインポート
SSIDをインポートする前に、前提条件が満たされていることを確認してください。SSIDをイ
ンポートするための前提条件の詳細については、「SSIDのインポートまたは設定の前提条件
（50ページ）」を参照してください。

SSIDのキャプティブポータルルールを作成するには、その SSIDを CUWNまたはMerakiから
インポートする必要があります。

（注）

シスコワイヤレスコントローラまたは Cisco Catalyst 9800シリーズワ
イヤレスコントローラの SSIDのインポート

• Cisco AireOSシリーズワイヤレスコントローラまたは Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤ
レスコントローラの場合、Cisco Spacesに SSIDを手動で追加する必要があります。

• Cisco CMXと Cisco AireOSシリーズワイヤレスコントローラや Cisco Catalyst 9800シリー
ズワイヤレスコントローラを使用する場合、SSIDは CMXではなく、シスコワイヤレス
コントローラで設定します。

• Cisco Spacesで指定した SSID名は、コントローラで設定されている SSID名と一致する必
要があります。コントローラダッシュボードで SSID名を確認します。

• Cisco Spacesクラウド RADIUSサーバーは、Web RADIUS認証で PAPのみをサポートしま
す。CHAPはサポートされていません。クライアント認証の失敗を回避するには、シスコ
ワイヤレスコントローラでWeb RADIUS認証方式として PAPを設定する必要がありま
す。

Note

SSIDを Cisco Cisco Spacesに手動でインポートするには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 [Spacesアプリケーション（SpacesApp）]タブの [訪問者オンボーディングおよびエクスペリエンス（Visitor
Onboarding & Experiences）]エリアで、 [キャプティブポータル（Captive Portal）]をクリックします。

ステップ 3 表示される [キャプティブポータル（Captive Portal）]ウィンドウで、左ペインの [SSIDs]を選択します。

ステップ 4 [Import/Configure SSID]をクリックします。

ステップ 5 表示される [SSIDのインポート/設定（Import/Configure SSID）]ウィンドウで、[ワイヤレスネットワーク
（Wireless Network）]ドロップダウンリストから [CUWN (CMX/WLC)]を選択します。

ステップ 6 [SSID]フィールドに、インポートする SSIDの名前を入力し、[Add]をクリックします。
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インポートされた SSIDが [SSIDs]ウィンドウに表示されます。

What to do next

CiscoSpacesは、インポートされたSSIDをロードするにはコントローラと同期させる必要があ
るため、インポートされた SSIDを表示するためにウィンドウを更新する必要があります。

Note

Cisco Meraki用の SSIDのインポート（GUI）
CiscoMerakiネットワークからCisco Spacesに SSIDをインポートし、キャプティブポータル機
能を有効にして、さらに設定できるようにします。

Merakiの SSIDのキャプティブポータルルールを作成するには、Merakiネットワークからその
SSIDをインポートする必要があります。SSIDをインポートした後、Merakiダッシュボード
で、Cisco Spacesと連携できるように SSIDを設定する必要があります。

ロケーション階層にインポートされるロケーションの SSIDのみをインポートできます。Note

SSIDをインポートするには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[ホーム（Home）]を選択します。

ステップ 2 [Spacesアプリケーション（SpacesApp）]タブの [訪問者オンボーディングおよびエクスペリエンス（Visitor
Onboarding & Experiences）]エリアで、 [キャプティブポータル（Captive Portal）]をクリックします。

ステップ 3 表示される [キャプティブポータル（Captive Portal）]ウィンドウで、左ペインの [SSIDs]を選択します。
[Import/Configure SSID]をクリックします。

ステップ 4 表示される [インポート/設定（Import/Configure）]ウィンドウで、[ワイヤレスネットワーク（Wireless
Network）]ドロップダウンリストから [Meraki]を選択します。

ステップ 5 [組織（Organization）]ドロップダウンリストから、SSIDをインポートする組織を選択します。

選択した組織のMerakiで有効になっている SSIDを選択できます。

ステップ 6 インポートする SSIDのチェックボックスをオンにして、[Import]をクリックします。

インポートされた SSIDが [SSIDs]ウィンドウに表示されます。

ステップ 7 その SSIDのグリッドで、[Detail]リンクをクリックします。

ステップ 8 表示されるウィンドウで、[アクティブ化（Activate）]をクリックして、Merakiの SSIDに関する Cisco
Spacesの設定を更新します。
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[SSID Configuration Sync]ウィンドウに、Merakiで設定する必要のある SSIDの更新が表示されます。

ステップ 9 [更新（Update）]をクリックします。

Note
Merakiで SSIDを手動設定することもできます。Merakiで SSIDを手動設定する方法については、「Cisco
Meraki用 SSIDの手動設定」のセクションを参照してください。

What to do next

インポートされた SSIDをロードするために Cisco SpacesをMerakiネットワークと同期させる
必要があるので、SSIDを表示するには、ウィンドウの更新が必要になる場合があります。

Note

レポート
レポートは、データ要約のために次の機能を実行します。

•カスタマイズ可能な期間におけるキャプティブポータルの使用状況に関する洞察を提供

•複数の場所にまたがる情報の表示

•特定の場所とタイムフレームに注目してフィルタ処理可能。

Cisco Spacesには、次のキャプティブポータルレポートが用意されています。

デフォルトでは、レポートには過去 1年間の全ロケーションのデータが含まれます。ロケー
ションおよび期間でレポートをフィルタ処理できます。

レポートを表示するには、[レポート（Reports）]を [キャプティブポータル（Captive Portal）]
ウィンドウの左ペインでクリックします。

デバイスのオンボーディング

デバイスのオンボーディングには、次のレポート機能があります。

•使用する SSIDに接続している各デバイスを識別して記録します。

•同じ顧客が複数のデバイスで接続した場合でも、顧客固有のデバイス数を提供します。

•オンボーディングレポート内のプロモーションとオファーのエンゲージメントを追跡でき
ます。

デバイスオンボーディングレポートの [プロモーションとオファーのパフォーマンス（Promos
&OffersPerformance）]セクションにプロモーションのビュー数が含まれるようになりました。
この機能を使用すると、特定のプロモーションのビュー数とクリック数を追跡できます。
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オンボーディングジャーニー

このセクションには、選択したロケーションと期間における一意のデバイスの数が表示されま

す。

• SSIDに接続（Connected to SSID）：指定された期間に選択されたロケーションから SSID
に接続した一意のデバイスの総数。

•表示されたキャプティブポータル（Shown Captive Portal）：指定された期間に選択され
たロケーションから SSIDに接続し、キャプティブポータルが正常にロードされた一意の
デバイスの総数。

•プロビジョニングされたインターネット（Provisioned Internet）：指定された期間中に、
選択されたロケーションからインターネットがプロビジョニングされた一意のデバイスの

総数。Cisco Spacesの展開日以降、全ロケーションにおけるこのメトリクスが、[インター
ネットにプロビジョニングされた一意のデバイスの総数（Total Unique Devices Provisioned
Internet）]のレポートの上部に表示されます。

SSID別の新規および再アクセスデバイスの日次傾向

このセクションには、指定された期間に選択ロケーションから SSIDに接続した、新規および
再アクセスした一意のデバイスの日次の傾向が表示されます。

• [New Devices]：指定された期間に選択されたロケーションから SSIDに接続した一意の新
規デバイスの総数。デバイスの総数に対する一意の新規デバイスの割合も表示されます。

•再アクセスデバイス（Returning Devices）：指定された期間中に、選択したロケーション
から SSIDに複数回接続した一意のデバイスの総数。接続されている一意のデバイスの総
数に対する一意の復帰デバイスの割合も表示されます。

グラフは、指定された期間の各日に選択したロケーションから接続された一意の新規デバイス

と再アクセスデバイスの対比を表します。グラフのX軸は選択した期間の日数を表し、Y軸は
一意のデバイスの数を表します。新規および復帰した一意のデバイスのカラーインジケーター

は、グラフの上部に表示されます。

キャプティブポータルでのメニューボタンのクリック回数

このセクションには、プロモーションやオファーによる顧客のエンゲージメント詳細が日次で

表示されます。プロモーションやオファーによる毎日のエンゲージメントは、指定された期間

中に顧客がメニューボタンをクリックした回数で計算されます。

•メニューボタン数（Menu buttons）：指定した期間中に選択したロケーションから少なく
とも 1回クリックされたメニューボタンの総数。

•クリック数（Clicks）：指定した期間中に選択したロケーションからキャプティブポータ
ルでクリックされた合計回数。
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顧客獲得

このレポートには、特定の期間に選択したロケーションから最近獲得した一意の顧客に関する

洞察が表示されます。また、これらの顧客から収集される個人データおよびデモグラフィック

データについても説明します。

新しい顧客が複数のデバイスを使用してお客様のロケーションに接続し、同じ個人 ID（携帯
電話番号、電子メール、ソーシャル IDなど）を使用した場合、顧客は 1回だけカウントされ
ます。

（注）

顧客獲得

顧客獲得は、次の特徴を備えたメトリックです。

•個人識別子によって特定された一意の新規顧客の総数を追跡する

•「認証なし」または「アクセスコード」で認証された顧客を除外する

•新しいデバイス接続に対する取得率を示すパーセンテージを提供する。

• SSIDに接続された新規デバイス（New Devices Connected to SSID）：指定された期間に選
択されたロケーションから対象 SSIDに接続した一意の新規デバイスの総数。デバイスの
総数に対する一意の新規デバイスの割合も表示されます。

•特定された新規顧客（News Customers Identified）：指定された期間に、選択した場所か
ら携帯電話番号、電子メール、ソーシャル IDなどの個人識別情報を介して獲得した、一
意の新規顧客の総数。デバイスの総数に対する一意の新規デバイスの割合も表示されま

す。CiscoSpacesのインストール日以降で全ロケーションに関するこれらのメトリックは、
このレポートの上部にある [特定された顧客（Customers Identified）]の下に表示されます。

• [Customers Opted In]：指定されて期間に、選択したロケーションからサブスクリプション
にオプトインした、一意の新規獲得顧客の総数。一意の新規顧客獲得の総数のうち、オプ

トインした一意の新規獲得顧客の割合も表示されます。オプトインユーザーの詳細につい

ては、「ユーザーのオプトインオプション」を参照してください。

•完了したデータキャプチャ（Completed Data Capture）：携帯電話番号、電子メール、
ソーシャル IDなどの個人識別情報を通じて獲得され、指定された期間中に、指定された
ロケーションからデータキャプチャフォームを完了した一意の新規獲得顧客の総数。一意

の新規獲得顧客の総数のうち、データキャプチャを完了した一意の新規獲得顧客の割合も

表示されます。

日次顧客獲得

このセクションには、指定された期間における選択したロケーションの、「SSIDに接続され
た一意の新規デバイス」と「携帯電話番号、電子メール、ソーシャル IDなどの個人識別情報
を通じて獲得された一意の新規顧客」の数を示す棒グラフが表示されます。また、サブスクリ
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プションにオプトインしてデータキャプチャを完了した、「一意の新規顧客獲得」の数も日次

で示しています。X軸は選択した期間の日数を示し、Y軸はカウントを示します。カラーイン
ジケータが、グラフの上部に表示されます。グラフにカーソルを合わせると、特定の日のカウ

ントが表示されます。

このレポートでは、認証タイプ「認証なし」および「アクセスコード」で獲得された顧客はカ

ウントされません。

（注）

キャプチャされたデータ

このセクションには、指定した期間に選択したロケーションからキャプチャされた電子メール

アドレス、電話番号、名前、性別の詳細などが表示されます。

•電話番号：指定した期間に指定したロケーションからキャプチャされた、一意の電話番号
の総数。

•電子メール：指定した期間に指定したロケーションからキャプチャされた、一意の電子
メールアドレスの総数。

•ソーシャル ID：ソーシャル認証を介して、指定した期間に指定したロケーションからキャ
プチャされた、一意のソーシャル IDの総数。

•名前：指定した期間に指定したロケーションから名前（姓/名）がキャプチャされた、顧
客/デバイスの総数。

•性別：指定した期間に指定したロケーションから性別が収集された顧客/デバイスの総数。

顧客のデモグラフィックプロファイル属性

このセクションには、指定された期間に選択したロケーションから新たにキャプチャされた

国、性別、言語などのプロファイルの詳細が表示されます。

国数（Countries）：国データが収集された顧客総数のうち、さまざまな国からの顧客の割合を
円グラフでこのパネルに表示します。国の合計数は円グラフの中央に表示されます。顧客数が

最も多い国は、顧客数とともに表示されます。[すべて表示（Show All）]ボタンをクリックす
ると、少なくとも1人の顧客がいる国をすべて表示できます。国名は、認証プロセス中に指定
された電話番号の国番号に基づいて決定されます。

言語（Languages）：言語データが収集された顧客総数のうち、さまざまな言語を使用する顧
客の割合を円グラフで表示します。最も多くの顧客が使用する言語は、顧客数とともに円グラ

フの下に表示されます。[すべて表示（Show All）]ボタンをクリックすると、少なくとも 1人
の顧客がいる言語をすべて表示できます。言語数は、キャプティブポータルで顧客が選択した

言語に基づいて算出されます。

性別（Gender）：顧客総数に対する男性、女性、「性別指定なし」の顧客の割合を円グラフで
表示します。性別の詳細を入力した顧客の割合の合計が円グラフの中央に表示されます。男

性、女性、および性別不明の顧客の数は、円グラフの下部に表示されます。
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ユーザー管理
新しいユーザーに関連するロールとロケーションアクセスを割り当て、適切なポータルアクセ

スと管理権限を付与します。

[User Management]オプションを使用して、ユーザーロール、[Creative User]または
[AccessCodeManager]を持つキャプティブポータルユーザーを招待できます。キャプティブ
ポータルアプリケーションの読み取りと書き込み権限を持つユーザーのみが、[ユーザー管理
（User Management）]オプションを使用して他のユーザーを招待できます。

•クリエイティブユーザー（Creative User）：このユーザーは、アクセス権が付与されてい
るロケーションでキャプティブポータルを作成、表示、および編集できます。このユー

ザーは、CiscoSpacesの他の機能にアクセスできません。このロールは、キャプティブポー
タルデザイナー向けです。

• [AccessCodeManager]：このユーザーは、アクセス権が提供されているロケーションのアク
セスコードを作成し、管理できます。このユーザーは、キャプティブポータルアプリにの

みアクセスできます。このロールは、アクセスコードマネージャ向けです。

このロールは [Roles]タブに一覧表示されます。[Roles]タブからロールを編集することはでき
ません。

アクセスコードマネージャまたはクリエイティブユーザーを定義するには、次の手順を実行し

ます。

Procedure

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[ホーム（Home）]を選択します。

ステップ 2 [Captive Portals]をクリックします。

ステップ 3 表示されるウィンドウで、左ペインの [User Management]をクリックします。

Note
[ユーザー管理（UserManagement）]オプションは、キャプティブポータルアプリケーションで読み取りと
書き込み権限を持つユーザーのみが Cisco Spacesダッシュボードで使用できます。

ステップ 4 [Invite User]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザーを招待（Invite User）]ウィンドウで、招待するユーザーの電子メールアドレスを入力し、[次へ
（Next[）]をクリックします。

ステップ 6 [ロール（Role）]ドロップダウンリストから、[クリエイティブユーザー（Creative User）]または [アクセ
スコードマネージャ（AccessCodeManager）]を選択します。

ステップ 7 [Location]をクリックします。

ステップ 8 [ロケーション階層（Location Hierarchy）]エリアで、このユーザーにアクセスを許可するロケーションの
チェックボックスをオンにします。[Done]をクリックします。

ステップ 9 [Send Invitation]をクリックします。
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ユーザーに招待状が送信されます。ユーザー名は [ユーザー（Users）]タブに表示されます。[ユーザーの
検索（Find Users）]フィールドを使用して、ユーザーを検索できます。

アクセスコード
アクセスコードの作成

Cisco Spacesにより、アクセスコードを使用して事業の場所のインターネットプロビジョニン
グを制御できます。さまざまなロケーション用にアクセスコードを作成し、これらのコードを

使用してそれぞれの場所のインターネットアクセスを制御できます。つまり、顧客は、そのロ

ケーション用に設定されたアクセスコードを入力した後でのみインターネットにアクセスでき

ます。このセクションでは、Cisco Spacesを使用してアクセスコードを作成および管理する方
法について説明します。

この機能を使用するには、使用するキャプティブポータルのアクセスコード認証を設定しま

す。キャプティブポータルのアクセスコード認証の設定に関する詳細は、「アクセスコード認

証用ポータルの設定（17ページ）」を参照してください。

使い捨てアクセスコードを作成することもできます。 > [アクセスコード（Access Code）] >
[アクセスコードの作成（Create Access Code）]を選択して、新しい一回限りのアクセスコー
ドを作成します。詳細については、使い捨てアクセスコードを作成する（61ページ）を参照
してください。

アクセスコードの設定要件

•アクセスコードを作成または管理できるのは、アカウント管理者またはアクセスコードマ
ネージャの権限を持つ Cisco Spacesユーザーのみです。

•アクセスコードマネージャとしてユーザーを招待できるのは Cisco Spacesアカウント管理
者ユーザーのみです。アクセスコードオプションは、Cisco Spacesダッシュボードのアカ
ウント管理者またはアクセスコードマネージャアカウントのみが使用できます。

•アクセスコードレベルで設定されたセッション期間と帯域幅制限が、キャプティブポータ
ルによって考慮されます。認証中に、値はコントローラに渡され、セッションの継続時間

と帯域幅についてコントローラで行われたデフォルト設定を上書きします。

アクセスコードとインターネットプロビジョニング

Cisco Spacesでは、アクセスコードを顧客と共有できます。アクセスコードの有効期間を指定
できます。アクセスコードに単一のコード値を持たせる、またはコード値を毎週や毎月変更す

るように設定できます。アクセスコードに手動でコード値を指定するか、または自動生成する

ことができます。アクセスコードを使用して、顧客がインターネットにアクセスできる時間を

定義できます。

Cisco Spacesでは、特定のアクセスコードを使用してインターネットにアクセスするときに、
アクセスコードのダウンロードおよびアップロードの帯域幅制限を設定することもできます。
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1つのロケーションに複数のアクセスコードを定義できます。たとえば、プラチナメンバーに
のみ高速インターネットを提供する場合、最大帯域幅を持つアクセスコードを作成し、限られ

た帯域幅を持つアクセスコードを別に作成できます。その後、顧客のタイプに基づいてアクセ

スコードを共有できます。

アクセスコード認証の手順については、「アクセスコード認証の手順（101ページ）」を参照
してください。

効果的なアクセスコード管理

インターネットプロビジョニングのセキュリティと機能を維持するには、次のガイドラインに

従ってください。

•アカウント管理者またはアクセスコードマネージャロールを持つユーザーにのみ、アクセ
スコードの作成および管理権限を付与します。

• Cisco Spacesアカウント管理者ユーザーのみを介してアクセスコードマネージャになるよ
うにユーザーを招待します。

•アクセスコードレベルで設定されたセッション期間および帯域幅の制限は、認証プロセス
中、デフォルトのコントローラ設定よりも優先されることに留意してください。

共有アクセスコードの作成

アクセスコードを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[キャプティブポータル（Captive Portals）]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[アクセスコード（Access Code）]オプションは、Cisco Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマ
ネージャユーザーのみが、Cisco Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco Spacesユーザーの作成の詳
細については、「Cisco Spacesユーザーの招待」を参照してください。

ステップ 3 [Location]ドロップダウンリストから、アクセスコードを定義するロケーションを選択します。

ステップ 4 [Create Access Code]をクリックします。

ステップ 5 [Create Access Code]ウィンドウで、[Shared Access Code]タブをクリックします。

ステップ 6 [SharedAccessCode]タブで、作成するアクセスコードのタイプを選択します。次のオプションがあります。

• [Fixed]：コード値はアクセスコードが有効である限り変わりません。

• [Weekly]：アクセスコードのコード値は毎週変更されます。

• [Monthly]：アクセスコードのコード値は毎月変更されます。
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表示される残りのフィールドは、選択したアクセスコードタイプによって異なります。

アクセスコードタイプに [Fixed]を選択したら、次の詳細を入力します。

a) [Access Code Name]フィールドにアクセスコードの名前を入力します。
b) アクセスコードに独自コード値を定義するには、[Set your own access code?]チェックボックスをオンに
します。

c) 表示される [Access Code]フィールドに、コード値を入力します。
d) [Limit session by time]バーを調整して、アクセスコードを使用して顧客がインターネットにアクセスで
きる時間を指定します。この時間は、1回のセッションの値です。

e) アクセスコードの有効期間を定義するには、[Define a validity period for this access code]チェックボック
スをオンにします。それぞれのボタンをクリックして、開始日と終了日を指定します。

f) 顧客がこのアクセスコードを使用してインターネットにアクセスするときに帯域幅を制限する場合、

[Limit bandwidth]チェックボックスをオンにします。
g) [BandwidthLimit]バーを調整して、このアクセスコードを使用してインターネットにアクセスするとき
に、顧客に提供する必要がある最大帯域幅を指定します。

h) [Show More]リンクをクリックして、アップロードおよびダウンロードの制限を指定します。
i) [Number of times access code can be used]ドロップダウンリストから、顧客がこのアクセスコードを使用
してインターネットにアクセスできる最大回数を選択します。

アクセスコードタイプに [Weekly]を選択したら、次の詳細を入力します。

a) [Access Code Name]フィールドにアクセスコードの名前を入力します。
b) アクセスコードを生成する方法を指定します。

•すべての週に独自のコード値を指定する場合は、[Upload access codes from the csv file]チェックボッ
クスをオンにします。メッセージボックス内のリンクをクリックすると、アクセスコードのテン

プレートをダウンロードできます。テンプレートで必要なすべての週にすべてのコード値を入力

した後、[Upload]ボタンを使用してテンプレートを CSVファイルとしてアップロードできます。

•すべての週のコード値を自動的に生成するには、[Access Code Validity time period]バーを調整し
て、このアクセスコードが有効な期間を週単位で指定します。

（注）

[Access Code Validity time period]バーは [Upload access codes from the csv file]チェックボックスを選択し
なかった場合のみ使用できます。[Upload access codes from csv File]チェックボックスを選択した場合、
有効期間はCSVファイルに入力したコード値の数に基づいて判断されます。たとえば、CSVファイル
に 3つのコード値を定義した場合、アクセスコードは 3週間有効です。CSVファイルに指定された
コード値は、それぞれの週に順次対応していると見なされます。

c) [Limit session by time]バーを調整して、アクセスコードを使用して顧客がインターネットにアクセスで
きる時間を指定します。この時間は、1回のセッションの値です。

d) [Start Date]ボタンをクリックして、アクセスコードが有効になる開始日を指定します。
e) 顧客がこのアクセスコードを使用してインターネットにアクセスするときに帯域幅を制限する場合、

[Limit bandwidth]チェックボックスをオンにします。
f) 表示される [Bandwidth limit]バーで、このアクセスコードを使用してインターネットにアクセスすると
きに、顧客に提供する必要がある最大帯域幅を、バーを調節して指定します。
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g) [Show More]リンクをクリックして、アップロードおよびダウンロードの制限を指定します。
h) [Number of times access code can be used]ドロップダウンリストから、顧客がこのアクセスコードを使用
してインターネットにアクセスできる最大回数を選択します。

[Monthly]を選択した場合、次の詳細を入力します。

a) [Access Code Name]フィールドにアクセスコードの名前を入力します。
b) アクセスコードを生成する方法を指定します。

•すべての月に独自のコード値を指定する場合、[Upload access codes from the csv file]チェックボッ
クスをオンにします。メッセージボックスのリンクをクリックすると、アクセスコードのテンプ

レートをダウンロードできます。テンプレートで必要なすべての月のすべてのコード値を入力し

た後、[Upload]ボタンを使用してテンプレートを CSVファイルとしてアップロードできます。

•すべての月のコード値を自動的に生成するには、[Access Code Validity time period]バーを調整し
て、このアクセスコードが有効な期間を月単位で指定します。

（注）

[Access Code Validity time period]バーは [Upload access codes from the csv file]チェックボックスをオンに
しなかった場合のみ使用できます。[Upload access codes from the csv file]チェックボックスをオンにし
た場合、有効期間は CSVファイルに入力したコード値の数に基づいて判断されます。たとえば、CSV
ファイルに 3つのコード値を定義した場合、アクセスコードは 3ヵ月間有効です。CSVファイルに指
定されたコード値は、それぞれの月に順次対応していると見なされます。

c) [Limit session by time]バーを調整して、アクセスコードを使用して顧客がインターネットにアクセスで
きる時間を指定します。この時間は、1回のセッションの値です。

d) [Start Date]ボタンをクリックして、アクセスコードが有効になる開始日を指定します。
e) 顧客がこのアクセスコードを使用してインターネットにアクセスするときに帯域幅を制限する場合、

[Limit bandwidth]チェックボックスをオンにします。
f) 表示される [Bandwidth limit]バーで、このアクセスコードを使用してインターネットにアクセスすると
きに、顧客に提供する必要がある最大帯域幅を、バーを調節して指定します。

g) [Show More]リンクをクリックして、アップロードおよびダウンロードの制限を指定します。
h) [Number of times access code can be used]ドロップダウンリストから、顧客がこのアクセスコードを使用
してインターネットにアクセスできる最大回数を選択します。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

使い捨てアクセスコードを作成する

[アクセスコードの作成（Create Access Code）]ウィンドウで、[一回限りのアクセスコード
（Single Use Access Code）]オプションを選択して、ワンタイムのアクセスコードを作成しま
す。

選択したロケーションの定義済みテンプレートを作成するには、[設定（Settings）] > [アクセ
スコードテンプレート（Access Code Template）]にある [アクセスコードテンプレートの有効
化（Enable Access Code Template）]チェックボックスをオンにします。
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このオプションが有効になっている場合は、最初にテンプレート（ロケーションで使用可能）

を選択してから、使い捨てアクセスコードを作成します。

Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーションの [設定（Settings）] > [アクセスコー
ドテンプレート（Access Code Templates）]で [アクセスコードテンプレートの有効化（Enable
Access Code Template）]チェックボックスがオフになっている場合、現在のアクセスコード作
成プロセスに変更はありません。

（注）

使い捨てのアクセスコードを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[キャプティブポータル（Captive Portals）]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[アクセスコード（Access Code）]オプションは、Cisco Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマ
ネージャのユーザーのみが、Cisco Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco Spacesユーザーの作成に
関する詳細は、「Cisco Spacesユーザーの招待」を参照してください。

ステップ 3 [Location]ドロップダウンリストから、アクセスコードを定義するロケーションを選択します。

ステップ 4 [Create Access Code]をクリックします。

ステップ 5 選択したロケーションでアクセスコードテンプレートを使用できる場合は、テンプレートを選択する必要
があります。

a) [テンプレートの選択（Choose a template）]エリアで、アクセスコードテンプレートを選択して、新し
いアクセスコードのセットを作成します。

b) [Next]をクリックします。
c) [アクセスコードの生成（Generate Access Code）]エリアで、次の手順を実行します。

• [Access code name]：新しい使い捨てアクセスコードの名前を入力します。

•ロケーションの選択（Choose Location）：テンプレートを作成するネットワークのロケーション
をドロップダウンリストから選択します。

•アクセスコード数（# of Access Code）：作成するアクセスコードの数を入力します。

•このアクセスコードの有効期間を定義（Define a validity period for this access code）：チェック
ボックスをオンにして、カレンダーを使用して次の日付を入力し、アクセスコードの有効期間を

設定します。

• Start Date

• End Date
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ステップ 6 選択したロケーションでアクセスコードテンプレートを使用できない場合は、次の手順を実行します。

a) [アクセスコードの作成（Create Access Code）]ウィンドウで、[一回限りのアクセスコード（Single Use
Access Code）]タブをクリックします。

b) [Single Use Access Code]タブで、次の手順を実行します。

• [Access code name]：新しい使い捨てアクセスコードの名前を入力します。

• [Access code type]：アクセスコードタイプを選択するには、[Numeric]または [Alphanumeric]ラジ
オボタンをクリックします。

• [# of Access Code]：作成するアクセスコードの数を入力します。デフォルト値は 1です。

• [# ofCharacters]：アクセスコードに必要な文字数を入力します。使い捨てのアクセスコードには、
3文字以上を含める必要があります。

• [Limit session by time]：スライダバーを使用して、セッションの制限時間を設定します。有効な範
囲は 30分～ 3ヵ月です。

• [Define a validity period for this access code]：カレンダーを使用して次の日付を入力し、アクセスコー
ドの有効期間を設定します。

• Start Date

• End Date

• [Limit bandwidth]：チェックボックスをオンにして、帯域幅を 1 Mbpsに制限します。

ステップ 7 [Create]をクリックします。

•生成されたアクセスコードは 1回限りの使用です。アクセスコードが以前に使用されている場合は、
次のエラーメッセージが表示されます。

invalid access code

•新しいアクセスコードのステータスは、[ViewAccessCodes]ウィンドウに [Available]と表示されます。
アクセスコードを使用すると、ステータスが [Used]に変わります。

• [編集（Edit）]をクリックして開始日と終了日を編集し、[更新（Update）]をクリックして変更を保存
します。詳細については、アクセスコードの編集（66ページ）を参照してください。

アクセスコードテンプレートの作成

アクセスコードテンプレートを使用すると、ネットワークまたは建物の場所に合わせてカスタ

マイズされたアクセスコードを簡単かつ迅速に生成できます。

選択したネットワークまたは建物の場所のアクセスコードテンプレート機能を有効にするに

は、[設定（Settings）] > [アクセスコードテンプレート（Access Code Templates）]タブで [ア
クセスコードテンプレートの有効化（Enable Access Code Template）]チェックボックスをオン
にします。
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アクセスコードテンプレート機能を有効にすると、新しいアクセスコードテンプレートを作成

した後、選択したテンプレートに基づいて一回限りのアクセスコードを作成できます。

この機能は一回限りのアクセスコードにのみ適用され、最大制限数に基づいて設定できます。

特定のロケーションに対してテンプレートが作成されていない場合は、アクセスコードを作成

する従来の方法が使用されます。

（注）

手順

ステップ 1 CiscoSpacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコンをクリックし、[ホーム（Home）] > [SMART
VENUES] > [キャプティブポータル（Captive Portals）] アプリケーションタイルを選択します。

オプションで、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト（CiscoSpaces [ホーム（Home）]ウィ
ンドウの左側のナビゲーションペイン）から [キャプティブポータル（Captive Portals）]を選択します。

[ポータル（Portal）]ウィンドウが表示されます。左側のナビゲーションペインでは、キャプティブポータ
ルアプリケーションの使用可能なタブを表示できます。

ステップ 2 左側のナビゲーションペインで [設定（Settings）]をクリックします。

[設定（SETTINGS）]ウィンドウには、[SMSゲートウェイ（SMSGateway）]、[]ソーシャルアプリケーショ
ン（Social Apps）]、[アクセスコードテンプレート（Access Code Templates）]、および [信頼できるデバイ
ステンプレート（Trusted Devices Templates）]の 4つのタブが表示されます。

ステップ 3 [アクセスコードテンプレート（Access Code Templates）]をクリックします。

ステップ 4 アクセスコードテンプレートを作成する設定を有効にするには、[アクセスコードテンプレートの有効化
（Enable Access Code Template）]チェックボックスをオンにします。

[テンプレートの作成（CreateTemplate）]オプションが表示されます。有効にすると、アクセスコードは事
前定義されたテンプレートを使用した場合のみ生成できるようになるため、標準化された安全なプロセス

が保証されます。これは、一回限りのアクセスコードを作成するときにのみ適用されます。

ステップ 5 選択したロケーションの定義済みテンプレートを作成するには、[テンプレートの作成（Create Template）]
をクリックします。

[アクセスコードテンプレートの作成（Create Access Code Template）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 一回限りのアクセスコードを生成するための新しいテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。

•テンプレート名（Template Name）：一回限りの新しいアクセスコードテンプレートの名前を入力し
ます。

•ロケーションの選択（Choose Location）：テンプレートを作成するネットワークのロケーションをド
ロップダウンリストから選択します。

•アクセスコードタイプ（[Accesscodetype）：アクセスコードタイプを選択するには、[数字（Numeric）]
または [英数字（Alphanumeric）]ラジオボタンをクリックします。
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•文字数（# of Characters）：作成するアクセスコードの文字数を入力します。

• [Limit session by time]：スライダバーを使用して、セッションの制限時間を設定します。有効な範囲は
30分～ 3ヵ月です。

• [Limit bandwidth]：チェックボックスをオンにして、帯域幅を 1 Mbpsに制限します。

•このアクセスコードの有効期間を定義（Define a validity period for this access code）：チェックボック
スをオンにして、カレンダーを使用して次の日付を入力し、アクセスコードの有効期間を設定します。

• Start Date

• End Date

•このアクセスコードの有効期間を定義（Define a validity period for this access code）:

•アクセスコードの一括作成を許可（Allow bulk access code creation）:チェックボックスをオンにして、
一括作成を許可するアクセスコードの制限を入力します。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。

作成された新しいテンプレートは、[アクティブテンプレート（ActiveTemplate）]エリアに表示されます。

次のタスク

[アクセスコード（AccessCode）]ウィンドウに移動し、テンプレートを選択して、一回限りの
アクセスコードを作成できます。

アクセスコードの表示

有効期間がまだ切れていないロケーションのすべてのアクセスコードを表示できます。

ロケーションに定義されているアクセスコードをCiscoDNASpacesで表示するには、次の手順
を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Captive Portals]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[Access Code]オプションは、Cisco DNA Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマネージャユー
ザーのみが、Cisco DNA Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco DNA Spacesユーザーの作成の詳細
については、 #unique_202を参照してください。

ステップ 3 表示された [Access Code]ウィンドウのドロップダウンリストから、アクセスコードを表示するロケーショ
ンを選択します。
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ロケーションに対して定義されたアクセスコードが表示されます。

選択したロケーションについて、利用可能なアクセスコードの総数、期限切れのアクセスコードの総数、

およびそれらのうちのアクティブおよび非アクティブなアクセスコードの数が表示されます。

さらに、ロケーションに対して定義されたアクセスコードの次のような詳細が表示されます。

• [Status]：アクセスコード名がアクティブであるかどうか。

• [Name]：アクセスコードの名前。

• [Code]：アクセスコードを表示した時点のアクセスコード名のコード値。コードの値は毎週または毎
月変更するように設定した場合、変更されます。

• [Type]：アクセスコードのタイプ。アクセスコードタイプは固定するこも、毎週または毎月変更する
こともできます。

• [Expiry Date]：アクセスコードが有効である期間。

• [Actions]：編集、共有、削除など、アクセスコードに対して実行できる操作。

アクセスコードの編集

アクセスコードを編集するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Captive Portals]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[Access Code]オプションは、Cisco DNA Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマネージャユー
ザーのみが、Cisco DNA Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco DNA Spacesユーザーの作成の詳細
については、 #unique_202を参照してください。

ステップ 3 表示される [Access Code]ウィンドウで、アクセスコードを編集するロケーションを選択します。

そのロケーションに対して定義されたアクセスコードが表示されます。

ステップ 4 編集するアクセスコードの [Active Access Codes]領域で、[Edit]ボタンをクリックします。

ステップ 5 必要な変更を行って、[Update]をクリックします。
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アクセスコードの共有

Cisco DNA Spacesでは、顧客とアクセスコードを共有できます。

アクセスコードを共有するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Captive Portals]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[Access Code]オプションは、Cisco DNA Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマネージャユー
ザーのみが、Cisco DNA Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco DNA Spacesユーザーの作成の詳細
については、 #unique_202を参照してください。

ステップ 3 表示される [Access Code]ウィンドウで、アクセスコードを共有するロケーションを選択します。

そのロケーションに対して定義されたアクセスコードが表示されます。

ステップ 4 共有するアクセスコードの [Active Access Codes]領域で、[Share]ボタンをクリックします。

ステップ 5 表示される [Share Access Code]ウィンドウに、アクセスコードを共有する人の電子メール IDを入力し、
[Invite]をクリックします。

アクセスコードの削除

アクセスコードを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Captive Portals]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[Access Code]オプションは、Cisco DNA Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマネージャユー
ザーのみが、Cisco DNA Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco DNA Spacesユーザーの作成の詳細
については、 #unique_202を参照してください。

ステップ 3 表示される [Access Code]ウィンドウで、アクセスコードを削除するロケーションを選択します。

そのロケーションに対して定義されたアクセスコードが表示されます。

ステップ 4 [Active Access Codes]エリアで、削除するアクセスコードの [Delete]ボタンをクリックします。
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ステップ 5 表示される [Delete]ウィンドウで [Yes]をクリックし、削除を確定します。

（注）

複数のアクセスコードを同時に削除できます。アクセスコードごとにチェックボックスが表示され、一度

に複数のアクセスコードを選択して同時に削除することができます。また、期限切れのアクセスコードを

削除することもできます。

アクセスコードの非アクティブ化

アクセスコードを非アクティブ化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Captive Portals]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[Access Code]オプションは、Cisco DNA Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマネージャユー
ザーのみが、Cisco DNA Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco DNA Spacesユーザーの作成の詳細
については、 #unique_202を参照してください。

ステップ 3 表示される [Access Code]ウィンドウで、アクセスコードを非アクティブ化するロケーションを選択しま
す。

そのロケーションに対して定義されたアクセスコードが表示されます。

ステップ 4 非アクティブ化するアクセスコードの [Status]トグルスイッチを切り替えます。

非アクティブ化すると、ステータスボタンはグレーに変わります。

アクセスコードの再アクティブ化

デフォルトでは、アクセスコードは作成されたときはアクティブモードになっています。こ

れを非アクティブ化した後は、アクセスコードの有効期限内であれば、必要に応じてアクティ

ブ化できます。

アクセスコードを再アクティブ化するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Captive Portals]をクリックします。
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ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[Access Code]オプションは、Cisco DNA Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマネージャユー
ザーのみが、Cisco DNA Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco DNA Spacesユーザーの作成の詳細
については、 #unique_202を参照してください。

ステップ 3 表示される [Access Code]ウィンドウで、アクセスコードをアクティブ化するロケーションを選択します。

そのロケーションに対して定義されたアクセスコードが表示されます。

ステップ 4 アクティブ化するアクセスコードの [Status]トグルスイッチを切り替えます。

アクティブ化すると、ステータスボタンは緑に変わります。

アクセスコードのエクスポート

Cisco DNA Spacesでは、ロケーション用に作成したアクセスコードを .csvファイルまたは PDF
としてエクスポートできます。

Cisco DNASpacesでロケーション用に定義されているアクセスコードを表示するには、次の手
順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Captive Portals]をクリックします。

ステップ 2 表示されたウィンドウの左側ペインで、[Access Code]をクリックします。

（注）

[Access Code]オプションは、Cisco DNA Spacesアカウント管理者またはアクセスコードマネージャユー
ザーのみが、Cisco DNA Spacesダッシュボードで使用できます。Cisco DNA Spacesユーザーの作成の詳細
については、 #unique_202を参照してください。

ステップ 3 表示された [Access Code]ウィンドウのドロップダウンリストから、アクセスコードをエクスポートするロ
ケーションを選択します。

選択したロケーションについて、利用可能なアクセスコードの総数、期限切れのアクセスコードの総数、

およびそれらのうちのアクティブおよび非アクティブなアクセスコードの数が表示されます。

ステップ 4 必要な形式に基づいて、次のいずれかを実行します。

•アクセスコードを PDFファイルとしてエクスポートするには、[Export] > [Export as PDF]を選択しま
す。

•アクセスコードを .csvファイルとしてエクスポートするには、[Export] > [Export as CSV]を選択しま
す。
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ステップ 5 表示されるウィンドウで、[OK]をクリックしてファイルを保存します。

アクセスコードは、指定された形式でコンピュータの [ダウンロード]フォルダにダウンロードされます。

（注）

アクティブなアクセスコードのみがエクスポートされます。

次のタスク

期限切れのアクセスコードをエクスポートする場合、または特定の期間内に有効なアクセス

コードをエクスポートする場合は、[Filter]オプションを使用して実行できます。

エクスポートするアクセスコードのフィルタリング

エクスポートするアクセスコードをフィルタリングするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Access Code]ウィンドウのドロップダウンリストから、アクセスコードをエクスポートするロケーション
を選択します。

ステップ 2 [Filter]をクリックします。

• [AllAccessCodes]：選択した場所に対して作成されたすべてのアクセスコードをエクスポートします。
アクティブなアクセスコードと期限切れのアクセスコードが含まれます。

• [Filter by]：適用されたフィルタに基づいてアクセスコードをエクスポートします。今週、今月、また
は特定の日付範囲で期限切れになるアクセスコードをフィルタリングするように選択できます。同様

に、今週、今月、または特定の日付範囲に期限切れになったアクセスコードをフィルタリングするこ

ともできます。[Expires in]および [Expired]オプションを使用して、期限切れのアクセスコードとアク
ティブなアクセスコードの両方を同時に含めることができます。

ステップ 3 [Apply]をクリックします。

フィルタリングされたアクセスコードは、[Filtered Access Codes]ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 必要な形式に基づいて、次のいずれかを実行します。

•アクセスコードを PDFファイルとしてエクスポートするには、[Export] > [Export as PDF]を選択しま
す。

•アクセスコードを .csvファイルとしてエクスポートするには、[Export] > [Export as CSV]を選択しま
す。

ステップ 5 表示されるウィンドウで、[OK]をクリックしてファイルを保存します。
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アクセスコードは、指定された形式でコンピュータの [ダウンロード]フォルダにダウンロードされます。

信頼できるデバイス
アクセスコードマネージャには次の機能があります。

•管理者は、リストを信頼し、ダッシュボードを使用して、デバイスを直接導入準備できま
す。

• Cisco Spaces RADIUSエンジンを介したオンボーディングテンプレートと認証プロファイ
ルの適用を自動化します

•大規模なデバイスアクセスのプロビジョニング、モニタリング、管理を合理化します。

Cisco Spacesダッシュボードでは、アクセスコードマネージャ機能により、信頼できるデバイ
スのオンボーディングと管理が改善されました。管理者は、ダッシュボードから直接デバイス

を信頼できるようになり、コントローラを手動で設定したり、複数のシステムにログインした

りする必要がなくなりました。ダッシュボードでは、キャプティブポータルブラウザを使用

しないデバイスがサポートされているため、安全なオンボーディングが可能になり、管理者は

設定可能なテンプレートを使用してセッション期間と帯域幅制限を設定できます。

ダッシュボードで作成されたオンボーディングテンプレートと認証プロファイルが、Cisco
SpacesRADIUSエンジンによって自動的に解釈および適用されるようになり、環境全体での一
貫性が維持されます。デバイスのオンボーディングステータスとポリシー適用がリアルタイム

で監視できるため、必要に応じて迅速な検証とトラブルシューティングが可能です。

テンプレート管理

管理者が再利用可能なテンプレートを作成、更新、廃止し、ロケーションまたは SSIDにより
テンプレートを割り当て、組み込みの予防対策とデバイスの関連付けを維持することで、テン

プレート管理が合理化されます。ゲストの滞在や運用ポリシーに合わせて、必要に応じてデバ

イスのアクセスをプロビジョニングまたは取り消すことができます。MACアドレス検証機能
と集中監査機能の向上により、ネットワークセキュリティが強化されています。

これらの更新により、デバイスのオンボーディングと管理がより効率的かつ安全になり、Cisco
Spacesの展開全体で大規模な運用ニーズがサポートされるようになりました。

サマリーセクション

[信頼できるデバイス（Trusted Devices）]ウィンドウには、追加されたデバイス数、アクティ
ブなデバイス数、期限切れのデバイス数など、デバイスの要約が表示されます。
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デバイスセクション

デバイスを信頼できるものとして追加するには、テンプレートが必要です。作成されたテンプ

レートがない場合は、[設定（Settings）]> [信頼できるデバイスのテンプレート（TrustedDevices
Templates）]に移動し、新しいテンプレートを作成します。

テンプレートがすでに使用可能な場合は、[+新しいデバイス（+New Devices）]をクリックし
て新しいデバイスを信頼できるデバイスとして追加します。

[デバイス（Devices）]セクションには、[期限切れのデバイス（ExpiredDevices）]と [アクティ
ブなデバイス（Active Devices）]の 2つのオプションがあります。すべてのデバイスが期限切
れステータスの場合、[アクティブなデバイス（ActiveDevices）]オプションは [+新しいデバイ
ス（+NewDevices）]に切り替わります。[検索（Search）]フィールドを使用して、デバイスの
詳細を検索します。

Figure 3:信頼できるデバイス

[期限切れのデバイス（Expired Devices）]をクリックして、[期限切れのデバイス（Expired
Devices）]セクションと期限切れデバイスの詳細を表示します。次の情報を表示できます。

•ラベル

•テンプレート

• MACアドレス（MAC Address）

•有効期限の終了

•追加者

•アクション

[エクスポート（Export）]をクリックして、デバイスの詳細を CSV形式でエクスポートしま
す。
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この機能を使用するには、レイヤ 2キャプティブポータルを設定し、RADIUSをコントローラ
と統合します。

Note

テンプレートの作成

デバイスがキャプティブポータルワークフローをバイパスできるようにします。これは、キャ

プティブポータルをサポートしていないデバイスで役立ちます。

信頼できるデバイステンプレートを作成して、キャプティブポータルの制限から除外するデバ

イスを定義します。

Procedure

ステップ 1 CiscoSpacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコンをクリックし、[ホーム（Home）]> [SMART
VENUES] > [キャプティブポータル（Captive Portals）]アプリケーションタイルを選択します。

オプションで、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト（CiscoSpaces [ホーム（Home）]ウィ
ンドウの左側のナビゲーションペイン）から [キャプティブポータル（Captive Portals）]を選択します。

[ポータル（Portal）]ウィンドウが表示されます。左側のナビゲーションペインでは、キャプティブポータ
ルアプリケーションの使用可能なタブを表示できます。

ステップ 2 左側のナビゲーションペインで [設定（Settings）]をクリックします。

[設定（SETTINGS）]ウィンドウには、[SMSゲートウェイ（SMSGateway）]、[]ソーシャルアプリケーショ
ン（Social Apps）]、[アクセスコードテンプレート（Access Code Templates）]、および [信頼できるデバイ
ステンプレート（Trusted Devices Templates）]の 3つのタブが表示されます。

ステップ 3 [信頼できるデバイステンプレート（Trusted Devices Templates）]をクリックします。

ステップ 4 テンプレートを作成するには、[テンプレートの作成（Create Template）]をクリックします。

[テンプレートの作成（Create Template）]ウィンドウが表示されます。
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Figure 4:テンプレートの作成

ステップ 5 [テンプレートの作成（Create Template）]ウィンドウで、次のパラメータを入力します。

• [テンプレート名（Template Name）]：テンプレートの名前を入力します。

• [ロケーションの選択（Choose Location）]：[ロケーションの選択（Choose Location）]ドロップダウン
リストからロケーションを選択します。

• [SSIDの選択（Choose SSID）]：[SSIDの選択（Choose SSID）]ドロップダウンリストから SSIDを選択
します。

• [有効期限（Limit Validity）]：有効性を制限するには、[有効期限（Limit Validity）]チェックボックス
をオンにして、スライドバーで期限を設定します。有効な範囲は 30分～ 2ヵ月（約 60日間）です。

• [帯域幅の制限（LimitBandwidth）]：帯域幅を制限するには、[帯域幅の制限（LimitBandwidth）チェッ
クボックスをオンにして、スライドバーで帯域幅を設定します。帯域幅は 50 KB/秒（kbps）～無制限
です。
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ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

新しいテンプレートが正常に作成され、[設定（Settings）] > [信頼できるデバイステンプレー
ト（Trusted Device Templates）]タブに表示されました。

What to do next

テンプレートを選択して、デバイスを追加できます。

デバイスの追加

デバイス管理用に信頼できるデバイスをキャプティブポータルに追加します。

このタスクで、MACアドレスを使用してキャプティブポータルに新しいデバイスを追加しま
す。

Before you begin

追加するすべてのデバイスのMACアドレスを持っていることを確認します。

Procedure

ステップ 1 CiscoSpacesダッシュボードで、[メニュー（Menu）]アイコンをクリックし、[ホーム（Home）]> [SMART
VENUES] > [キャプティブポータル（Captive Portals）]アプリケーションタイルを選択します。

オプションで、[ダッシュボード（Dashboard）]ドロップダウンリスト（CiscoSpaces [ホーム（Home）]ウィ
ンドウの左側のナビゲーションペイン）から [キャプティブポータル（Captive Portals）]を選択します。

[ポータル（Portal）]ウィンドウが表示されます。左側のナビゲーションペインでは、キャプティブポータ
ルアプリケーションの使用可能なタブを表示できます。

ステップ 2 左側のナビゲーションペインで、[信頼できるデバイス（Trusted Devices）]をクリックします。

ステップ 3 [信頼できるデバイス（Trusted Devices）]ウィンドウで、[+新しいデバイス（+New Devices）]をクリック
します。
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Figure 5:デバイスを追加する。

ステップ 4 テンプレートを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [デバイスの詳細（DeviceDetails）]セクションでは、デバイスのMACアドレスを入力し、ラベルの説明を
入力します。デバイスのMACアドレスは必須です。

Figure 6:デバイスの詳細の追加

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックして、新しい信頼できるデバイスを追加します。
新しく信頼できるデバイスが正常に保存されたことを示す成功メッセージが表示されます。
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新しい信頼できるデバイスの詳細が、[デバイス（Device）]セクションの下にある[信頼できる
デバイス（Trusted Devices）]ウィンドウに表示されます。

What to do next

続行して複数の信頼できるデバイスを追加したり、既存のデバイスの詳細を編集したりできま

す。[編集（Edit）]（鉛筆アイコン）を使用してデバイスの詳細を更新するか、[削除（Delete）]
（ゴミ箱アイコン）を使用してデバイスを削除します。

設定
Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーションの [設定（Settings）]ウィンドウには、
次のタブが含まれます。

• SMSゲートウェイ（SMS Gateway）：SMSを介してユーザーに関与するための SMSゲー
トウェイを設定します。SMS認証を使用する場合に必須です。

デフォルトゲートウェイは有料で利用できます。ただし、SMSゲートウェイをすでに導入
している場合は、Cisco Spaces：キャプティブポータルと統合できます。

•ソーシャルアプリケーション（SocialApps）：ソーシャルメディアアプリケーションを追
加します。

•アクセスコードテンプレート（Access Code Template）：テンプレートを有効にして作成
し、デバイスを関連付けます。

•信頼できるデバイス（Trusted Devices）：アクセスコードマネージャ機能により、信頼で
きるデバイスのオンボーディングと管理を行います。

Cisco DNA Spacesでの SMSゲートウェイの設定
SMS通知を送信し、SMSを介してポータル認証を管理するには、SMSゲートウェイを設定す
る必要があります。Cisco DNA Spacesでは、サードパーティベンダーの SMSゲートウェイを
使用できます。Cisco DNA Spacesで SMSゲートウェイを設定するには、次の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]をクリックします。

ステップ 3 表示される [Captive Portal]ウィンドウの左ペインで [Settings]をクリックします。

ステップ 4 [Settings]ウィンドウで、[SMS]を選択します。

ステップ 5 [Add SMS gateway]をクリックします。
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ステップ 6 [SMSGateway Type]ドロップダウンリストから、使用する SMSゲートウェイタイプを選択します。選択し
た SMSゲートウェイタイプに基づいて、追加のフィールドが表示されます。

Cisco DNA Spacesでは、次の SMSゲートウェイタイプがサポートされます。

• REASON8

• SMPP

• WATERFALL

• MGAGE

• TWILIO

• PANACEA MOBILE

• DATAMETRIX

• TROPO

• NYY

• TRU

• PHIZZLE

• AWS_SNS

• PROXIMUS

• TELENOR

ステップ 7 選択した SMSゲートウェイタイプに基づいて表示される追加フィールドで、必要な値を指定します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

（注）

作成されたSMSゲートウェイは、ポータルの [SMSwith password verification]および [SMSwith link verification]
認証オプションの [SMSGateway]ドロップダウンリストで選択肢として表示されます。これらの SMSゲー
トウェイは、エンゲージメントルールで SMS通知を構成するときにも選択できます。

キャプティブポータルルールの管理

要求されるたびに、キャプティブポータルルールを一時停止したり、再度有効にしたりできま

す。必要に応じて、キャプティブポータルルールを変更したり、削除したりできます。ロケー

ションに設定されているキャプティブポータルルールを表示することもできます。

キャプティブポータルルールの一時停止

キャプティブポータルルールを一時停止するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 [My Apps]エリアで、[Captive Portal]を選択します。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、[Captive Portal Rule]を選択します。

作成されたキャプティブポータルルールがリストされます。

ステップ 4 一時停止するキャプティブポータルルールのチェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ウィンドウ下部に表示される [Pause]ボタンをクリックします。

ステップ 6 表示されるウィンドウで [Pause Rule]をクリックし、一時停止することを確認します。

キャプティブポータルルールが一時停止します。

次のタスク

複数のキャプティブポータルルールを一時停止するには、一時停止するキャプティブポータル

ルールのチェックボックスをオンにし、ページの下部に表示される [Pause]ボタンをクリック
します。

（注）

キャプティブポータルルールの再起動

一次停止中のキャプティブポータルルールを再起動するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、Homeを選択します。

ステップ 2 [My Apps]エリアで、[Captive Portal]を選択します。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、[Captive Portal Rule]を選択します。

作成されたキャプティブポータルルールがリストされます。

ステップ 4 再起動するキャプティブポータルルールのチェックボックスをオンにします。

ウィンドウ下部に表示される [Make Live]ボタンをクリックします。
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次のタスク

複数のキャプティブポータルルールを再起動するには、再起動するキャプティブポータルルー

ルのチェックボックスをオンにして、ウィンドウの下部に表示される [Make Live]ボタンをク
リックします。

（注）

キャプティブポータルルールの変更

キャプティブポータルルールを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 [My Apps]エリアで、[Captive Portal]を選択します。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、[Captive Portal Rule]を選択します。

作成されたキャプティブポータルルールがリストされます。

ステップ 4 変更するキャプティブポータルルールの [Edit Rule]アイコンをクリックします。

ステップ 5 必要な変更を加えます。

ステップ 6 変更を保存するには、[Save]をクリックします。または変更をパブリッシュするには、[SaveandPublish]を
クリックします。

（注）

ライブルールに表示されるのは [Save and Publish]オプションのみです。[Save and Publish]ボタンをクリッ
クすると、変更を反映したルールがパブリッシュされます。

キャプティブポータルルールの削除

キャプティブポータルルールを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。

ステップ 2 [My Apps]エリアで、[Captive Portal]を選択します。

ステップ 3 [Captive Portal]ウィンドウで、[Captive Portal Rule]を選択します。

作成されたキャプティブポータルルールがリストされます。

ステップ 4 削除するキャプティブポータルルールの右端に表示される [Delete Rule]アイコンをクリックします。
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次のタスク

複数のキャプティブポータルルールを削除するには、削除するキャプティブポータルルールの

チェックボックスをオンにし、ウィンドウの下部に表示される [Delete]ボタンをクリックしま
す。

（注）

ロケーションのキャプティブポータルルールの表示

グループ、ビルディング、フロアなどのロケーションのキャプティブポータルルールを表示す

るには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Location Hierarchy]を選択します。

ロケーション階層を示す [Location Hierarchy]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 キャプティブポータルルールを表示するロケーションをクリックします。

ステップ 3 [Proximity Rules]タブをクリックします。

ステップ 4 [Captive Portal Rule]タブをクリックします。

ロケーションのキャプティブポータルルールがリストされます。

次のタスク

ロケーションの [Proximity Rules]リンクは、そのロケーションに少なくとも 1つのプロキシミ
ティルールが存在する場合にのみ有効になります。

（注）

ロケーションによるフィルタリング

キャプティブポータルルール、エンゲージメントルール、ロケーションペルソナルール、密度

ルールなどのCiscoDNASpacesルールでは、ルールを適用するロケーションをフィルタリング
できます。ロケーションに定義されているメタデータにより、ロケーションをフィルタリング

することも可能です。

ルールを適用するロケーションを指定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Add Locations]ボタンをクリックします。
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ステップ 2 表示される [Choose Locations]ウィンドウで、ルールを適用するロケーションを選択します。

ステップ 3 [Done]をクリックします。

ロケーションに定義されているメタデータを使用して、ロケーションを再度フィルタリングできます。選

択したロケーション、その親および子のロケーションに定義されているメタデータのみを選択できます。

特定のメタデータのロケーションにルールを適用する

特定のメタデータのロケーションにルールを適用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Filter by Metadata]チェックボックスをオンにします。

ステップ 2 [Filter]領域で、[Add Metadata]ボタンをクリックします。
[Choose Location Metadata]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、メタデータの変数を選択し、隣接フィールドに変数の値を選択します。

ステップ 4 [Done]をクリックします。

特定のメタデータのロケーションを除外する

特定のメタデータのロケーションを除外するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Filter by Metadata]チェックボックスをオンにします。

ステップ 2 [Exclude]領域で、[Add Metadata]ボタンをクリックします。
[Choose Location Metadata]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、メタデータの変数を選択し、隣接フィールドに変数の値を選択します。

ステップ 4 [Done]をクリックします。

トリガー APIの設定

Cisco DNASpacesルールを使用して通知または顧客の詳細を外部APIに送信するように設定す
るには、次の手順を実行します。

• [Method]ドロップダウンリストから、APIをトリガーするメソッドを選択します。
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API URIにスマートリンク変数を追加するか、メソッドパラメータに変数を追加することによ
り、APIに送信される通知メッセージまたは顧客の詳細に顧客の姓名などのデータを含めるこ
とができます。

（注）

• GET：GETメソッドを使用してAPIに通知または顧客の詳細を送信します。このメソッド
を選択すると、要求パラメータを指定できる追加のフィールドが表示され、顧客の名、

姓、携帯番号などの追加情報を含めることができます。APIで定義された要求パラメータ
のキーを追加し、変数を使用してこれらの値を指定できます。値はハードコード値または

変数のどちらでもかまいません。[Value]フィールドをクリックすると、追加できる変数
が一覧表示されます。変数の詳細については、キャプティブポータルのスマートリンクと

テキスト変数（105ページ）を参照してください。[Add]ボタンを使用して、さらに「get
パラメータ」を追加できます。

• POST FORM：POST FORMメソッドを使用して APIに通知または顧客の詳細を送信しま
す。このメソッドを選択すると、フォームパラメータを指定できる追加のフィールドが表

示され、顧客の名、姓、携帯番号などの追加情報を含めることができます。APIで定義さ
れたフォームパラメータのキーを追加して、これらの値を指定できます。値はハードコー

ド値または変数のどちらでもかまいません。[Value]フィールドをクリックすると、追加
できる変数が一覧表示されます。変数の詳細については、キャプティブポータルのスマー

トリンクとテキスト変数（105ページ）を参照してください。[Add]ボタンを使用して、
さらに「フォームパラメータ」を追加できます。

• POSTJSON：POSTJSONメソッドを使用してAPIに通知または顧客の詳細を送信します。
このメソッドを選択すると、APIに送信する JSONデータを指定できるテキストボックス
が表示されます。APIで定義されるさまざまな JSONフィールドの JSON値を指定できま
す。値はハードコード値または変数のどちらでもかまいません。変数を JSONとして追加
するには、[JSON Data]テキストボックスをクリックします。変数がリストされます。追
加する変数を選択します。変数の詳細については、キャプティブポータルのスマートリン

クとテキスト変数（105ページ）を参照してください。

• POST BODY：POST BODYメソッドを使用して APIに通知または顧客の詳細を送信しま
す。このメソッドを選択すると、APIに送信する内容を指定できる追加のフィールドが表
示されます。内容には変数を追加できます。変数をBODYとして追加するには、[PostBody
Data]テキストボックスをクリックします。変数がリストされます。

• [URI]フィールドに、APIの URIを入力します。スマートリンクを使用して、APIに
送信する通知または顧客データに追加の顧客情報を含めることができます。[URI]
フィールドをクリックして追加できる変数を表示します。変数についての詳細は、

キャプティブポータルのスマートリンクとテキスト変数（105ページ）を参照してく
ださい。
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GET、POSTFORM、POSTBODY、およびPOST JSONの各メソッ
ドのカスタム変数を定義できます。メソッドの変数フィールドを

クリックすると、事前定義された変数とともに [Add Custom
Variable]ボタンが表示されます。POST BODYメソッドの場合、
現在、POST BODY DATAフィールドに対するカスタム変数のサ
ポートはありません。一方、URIフィールドにはカスタム変数の
サポートがありません。

（注）

ポータルの [DataCapture]モジュールを使用してキャプチャするように設定されたこれらのデー
タだけが通知に含まれます。

（注）

ポータルへのソーシャル認証

ポータルへのソーシャル認証を有効にするには、次の手順を実行します。

• Social Sign In認証のためのポータル設定（15ページ）

ソーシャル認証に向けたワイヤレスネットワークの設定

ソーシャル認証の場合、Merakiや CUWNなどのワイヤレスネットワークでいくつかの設定を
行う必要があります。詳細については、次のリンクを参照してください。

•ソーシャル認証のための Cisco Merakiの設定

•ソーシャル認証のためのシスコワイヤレスコントローラの設定

ソーシャル認証のためのアプリケーションの設定

このセクションでは、さまざまなネットワーキングサイトを介したソーシャル認証のためのア

プリケーションに必要な設定について説明します。

Facebook

ソーシャル認証のためにFacebookアプリケーションを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 developers.facebook.comに移動します。

ステップ 2 [MyApps]ドロップダウンリストから、ソーシャル認証のためにCisco Spacesで設定するアプリケーション
を選択します。
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ステップ 3 [設定（Settings）]をクリックします。

ステップ 4 [App Domains]フィールドに、リージョンに基づいて、以下のリストから適切な値を入力します。

•米国の場合、splash.dnaspaces.ioと入力します。

• EUの場合、splash.dnaspaces.euと入力します。

ステップ 5 [UserDataDeletion]フィールドに、リージョンに基づいて、以下のリストから適切なデータ削除コールバッ
ク URLを入力します。

•米国の場合、https://splash.dnaspaces.io/p/<CustomerAccountName>/fb_revokeと入
力します。

• EUの場合、https://splash.dnaspaces.eu/p/<CustomerAccountName>/fb_revokeと入力
します。

ステップ 6 [Facebook Login Settings]タブの [Valid OAuth Redirect URIs]フィールドに、リージョンに基づいて、以下の
リストから適切な値を入力します。

•米国の場合、https://splash.dnaspaces.io/p/facebook_authと入力します。

• EUの場合、https://splash.dnaspaces.eu/p/facebook_authと入力します。

Twitter

ソーシャル認証のために Twitterアプリケーションを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 https://developer.twitter.com/en/appsにログインします。

ステップ 2 ソーシャル認証のために Cisco DNA Spacesで設定するアプリケーションをクリックします。

ステップ 3 [Settings]タブをクリックします。

ステップ 4 [Callback URL]フィールドに、コールバック URLを入力します。

•グローバルリダイレクト URL：https://splash.dnaspaces.io/p/twitter_auth

• EUのリダイレクト URL：https: //splash.dnaspaces.eu/p/twitter_auth

ステップ 5 [Enable Callback Locking]チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Allow this application to be used to Sign in with Twitter]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 Twitterから情報を取得するには、[Permissions]タブで次の操作を行います。

• [Access Permissions]エリアで、[Read and write]オプションボタンを選択します。
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• [Additional Permissions]エリアで、[Request email address from users]をオンにします。

LinkedInアプリケーション

手順

ステップ 1 https://www.linkedin.com/developers/にログインします。

ステップ 2 [My Apps]をクリックします。

ステップ 3 ソーシャル認証のために設定するアプリケーションをクリックします。

ステップ 4 [Authentication]をクリックします。

ステップ 5 [Default Application Permissions]エリアで、[r_basicprofile]および [r-emailaddress]チェックボックスをオンに
します。

ステップ 6 [Authorized Redirect URLs]フィールドにリダイレクト URLを入力し、[Add]をクリックします。

•グローバルリダイレクト URL：https://splash.dnaspaces.io/p/linkedin_auth

• EUのリダイレクト URL：https: // splash.dnaspaces.eu/p/linkedin_auth

ステップ 7 [Settings]タブで、ドメインの splash.dnaspaces.ioを設定します。

EUリージョンの場合、ドメインは splash.dnaspaces.eu です。

ソーシャル認証のためのソーシャルアプリケーションの追加

ソーシャルネットワークサイトを介したポータルへの認証を管理するには、対応するソーシャ

ルアプリを Cisco DNA Spacesで設定する必要があります。たとえば、Facebookにサインイン
中の顧客に対してポータルへのアクセスを認証する必要がある場合、Cisco DNA Spacesで
Facebookアプリを設定する必要があります。Cisco DNA Spacesに追加できるソーシャルネッ
トワークサイトのアプリは次のとおりです。

• Facebook

• Twitter

• LinkedIn

Cisco DNA Spacesでソーシャルアプリを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[Home]を選択します。
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ステップ 2 表示されるウィンドウで、[Captive Portal]をクリックします。

ステップ 3 表示される [Captive Portal]ウィンドウの左ペインで [Settings]をクリックします。

ステップ 4 [Settings]ウィンドウで [Social Apps]を選択します

ステップ 5 アプリを設定するソーシャルネットワークサイトに対応する [Add]ボタンをクリックします。

アプリケーションを設定するためのフィールドが表示されます。

ステップ 6 アプリケーションの名前、アプリケーション ID、およびアプリケーションの秘密鍵を、それぞれのフィー
ルドに入力します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

ポータルの認定デバイスリスト
ポータルのためにテストされ、認定されているデバイスおよびオペレーティングシステムは、

次の表のとおりです。

表 2 :

ブラウザ/キャプティブネット
ワークアシスタント（CNA）
（サイトが正常に読み込ま

れ、動作する）

OSバージョンデバイス

モバイルデバイス

CNA、Google Chrome6.0Moto G2

Google Chrome4.3Sony Experia SP

Google Chrome4.1.2Samsung S2

Google Chrome6.0.1Samsung Galaxy S5

Google Chrome6.0.1Samsung S6

Google Chrome5.0および 4.4.4Micromax

CNA、Google Chrome6.0.1Google Nexus 6

Google Chrome6.0.1Moto X Play

CNA Safari7.1.2iPhone 4s

CNA、Safari9.3.5および 9.3.4iPhone 5s

CNA、Safari9.3.4iPhone 6

CNA、Safari9.3.4iPhone 6s
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ブラウザ/キャプティブネット
ワークアシスタント（CNA）
（サイトが正常に読み込ま

れ、動作する）

OSバージョンデバイス

CNA、Safari9.3.2iPhone 6 Plus

Google Chrome6.0.1および 6.0Huwaei Honur

Google Chrome5.0.1Huwaei P8

CNAおよびネイティブブラウ
ザ

Windows 10Microsoft Lumia 950

CNAおよびネイティブブラウ
ザ

Windiows 8.1Nokia Lumia 1320

iPadまたはタブレット

Google Chrome4.1.2Samsung Galaxy Tab 2

Google Chrome4.2.2Samsung Galaxy Tab 3 Neo

CNA、Safari8.3iPad mini

CNA、Safari9.3.2iPad 2

ラップトップまたはデスク

トップ

Chrome/Firefox/IEWindows 7Windows Lap HP ProBook

Chrome/Firefox/IEWindows 10Windows Lap Lenovo

CNAMac OS X EI Capitan 10.11.6Macbook Pro 13-inch

CNAMac OS X EI Capitan 10.11.6Macbook Pro 13-inch Retina
display

Cisco Spacesキャプティブポータルの動作
さまざまなデバイスでのキャプティブポータルの動作は、次のとおりです。

Apple iOS 7.x～ 11.x
顧客がキャプティブポータル URLで設定されている SSIDに接続すると、Captive Network
Assistant（CNA）ウィンドウが表示されます。CNAによってポータルのコンテンツがロードさ
れ、表示されます。
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顧客がポータル内のいずれかのメニューまたはリンクをクリックすると、ポータルで設定され

た認証タイプに応じた内容のログイン画面が表示されます。ポータルへの認証を設定するとき

の詳細については、「ポータルへの認証の設定（11ページ）」を参照してください。顧客は、
利用規約への同意、SMSによる検証、電子メールによる検証、またはソーシャル認証の使用を
含む認証手順を実行する必要があります。各種認証タイプの認証手順の詳細については、「顧

客の認証手順（94ページ）」を参照してください。必要な認証手順が完了すると、CiscoSpaces
が、当該のデバイスにインターネットをプロビジョニングするよう、ワイヤレスネットワーク

（CUWN, Meraki）に要求を送信します。インターネットプロビジョニングが正常に行われる
と、CNAウィンドウは終了して、Mobile Safariが開きます。Mobile Safariでは、顧客が先にク
リックしていたメニューまたはリンクのWebページが開きます。

iOS 11.0～ 11.3の場合、インターネットプロビジョニング後、CNAウィンドウは自動的に閉
じられません。[Complete]ボタンをクリックして CNAウィンドウを閉じるよう顧客に求める
メッセージが表示されます。

（注）

CNAが無視され、Mobile Safariまたは Chromeを使用して許可リストにない（アクセス制御リ
ストまたはウォールドガーデン範囲にない）URLにアクセスした場合、設定されているキャプ
ティブポータルの URLにリダイレクトされます。ブラウザによってキャプティブポータルの
コンテンツがロードされ、表示されます。顧客がポータルのメニューまたはリンクをクリック

すると、[ログイン（Login）]画面が表示されます。顧客は認証手順を完了して、インターネッ
トをプロビジョニングする必要があります。

インターネットプロビジョニングの後は、顧客は、それ以上の認証なしでポータル内のメニュー

やリンクに移動できます。

（注）

インターネットプロビジョニング中にエラーが生じると、キャプティブポータルが再表示され

ます。

（注）

キャプティブポータルで認証モジュールをインラインモジュールとして設定すると、リンクを

クリックせずに、認証プロセスを開始できます。認証モジュールをインラインモジュールとし

て設定する方法の詳細については、インライン認証 （19ページ）を参照してください。

（注）

Android 5.x以降（CNAを使用）
顧客がキャプティブポータル URLで設定されている SSIDに接続すると、[Sign in to {SSID
name}]オプションが通知領域に表示されます。この通知をクリックすると、Android 5.x以降
を搭載したデバイスでは、CNAウィンドウが立ち上がります。CNAによってポータルURLか
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らコンテンツがロードされ、ポータルが表示されます。顧客がポータル内のいずれかのメニュー

またはリンクをクリックすると、ポータルで設定された認証タイプに応じた内容のログイン画

面が表示されます。ポータルへの認証を設定するときの詳細については、ポータルへの認証の

設定（11ページ）を参照してください。顧客は、認証手順を実行する必要があります。認証
手順は、利用規約の承認、SMS認証、Eメール認証、またはソーシャル認証のいずれかです。
各種認証タイプの認証手順の詳細については、顧客の認証手順（94ページ）を参照してくだ
さい。必要な認証手順が完了すると、Cisco Spacesが、当該のデバイスにインターネットをプ
ロビジョニングするよう、ワイヤレスネットワーク（CUWN, Meraki）に要求を送信します。
インターネットが正常にプロビジョニングされると、CNAウィンドウが閉じます。

あるいは、顧客は通知を無視してネイティブブラウザまたはChromeブラウザの使用に進むこ
ともできます。顧客が、許可リストにない（アクセス制御リストやウォールドガーデンの範囲

にない）URLにアクセスした場合、顧客は、設定済みのキャプティブポータル URLにリダイ
レクトされます。ブラウザによってキャプティブポータルのコンテンツがロードされ、表示さ

れます。顧客がポータルのメニューまたはリンクをクリックすると、[ログイン（Log in）]画
面が表示されます。インターネットアクセスをプロビジョニングするには、顧客が前述の認証

手順を完了する必要があります。インターネットプロビジョニングが行われると、顧客がク

リックしていたメニューまたはリンクのWebページが表示されます。

インターネットプロビジョニングの後は、顧客は、それ以上の認証なしでポータル内のメニュー

やリンクに移動できます。

（注）

インターネットプロビジョニング中にエラーが生じると、キャプティブポータルが再表示され

ます。

（注）

キャプティブポータルで認証モジュールをインラインモジュールとして設定すると、リンクを

クリックせずに、認証プロセスを開始できます。認証モジュールをインラインモジュールとし

て設定する方法の詳細については、インライン認証 （19ページ）を参照してください。

（注）

Android 4.x以前
顧客がキャプティブポータル URLで設定されている SSIDに接続すると、[Sign in to {SSID
name}]オプションが通知領域に表示されます。この通知をクリックすると、Android 4.x以前
を搭載したデバイスでは、デフォルトのブラウザが立ち上がります。ブラウザは、デバイスで

生成されるURLをロードしようとします。このURLは許可リストにない（アクセス制御リス
トまたはウォールドガーデンの範囲にない）ため、顧客はキャプティブポータルにリダイレク

トされます。顧客がポータル内のいずれかのメニューまたはリンクをクリックすると、ポータ

ルで設定された認証タイプに応じた内容のログイン画面が表示されます。ポータルへの認証を

設定するときの詳細については、ポータルへの認証の設定（11ページ）を参照してください。
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顧客は、認証手順を実行する必要があります。認証手順は、利用規約の承認、SMS認証、Email
認証、またはソーシャル認証を含む場合があります。各種認証タイプの認証手順の詳細につい

ては、顧客の認証手順（94ページ）を参照してください。顧客が認証を完了すると、Cisco
Spacesがワイヤレスネットワーク（CUWN、Meraki）に対してこのデバイスのインターネット
アクセスを提供するように要求を送信します。インターネットアクセスが正常に提供される

と、顧客が以前にクリックしたメニューまたはリンクのWebページが同じブラウザに表示さ
れます。

インターネットアクセスがプロビジョニングされた後、顧客はそれ以上の認証なしでポータル

内のメニューやリンクを移動できます。

（注）

インターネットプロビジョニング中にエラーが生じると、キャプティブポータルが再表示され

ます。

（注）

キャプティブポータルで認証モジュールをインラインモジュールとして設定すると、ポータル

のリンクをクリックせずに認証を開始できます。認証モジュールをインラインモジュールとし

て設定する方法の詳細については、インライン認証 （19ページ）を参照してください。

（注）

Windows Phone
顧客がキャプティブポータル URLで設定されている SSIDに接続すると、Captive Network
Assistant（CNA）が表示されます。CNAによってキャプティブポータル URLのコンテンツが
ロードされ、表示されます。顧客がポータル内のいずれかのメニューまたはリンクをクリック

すると、ポータルで設定された認証タイプに応じた内容のログイン画面が表示されます。ポー

タルへの認証を設定するときの詳細については、「ポータルへの認証の設定（11ページ）」
を参照してください。顧客は、認証手順を実行する必要があります。認証手順は、利用規約の

承認のみ、SMS認証、Eメール認証、またはソーシャル認証のいずれかです。各種認証タイプ
の認証手順の詳細については、顧客の認証手順（94ページ）を参照してください。必要な認
証手順が完了すると、CiscoSpacesが、当該のデバイスにインターネットアクセスをプロビジョ
ニングするように、ワイヤレスネットワーク（CUWN、Meraki）に要求を送信します。イン
ターネットが正常にプロビジョニングされると、CNAウィンドウが閉じます。

インターネットプロビジョニング中にエラーが生じると、キャプティブポータルが再表示され

ます。

（注）
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キャプティブポータルで認証モジュールをインラインモジュールとして設定すると、ポータル

のリンクをクリックせずに、認証プロセスを開始できます。認証モジュールをインラインモ

ジュールとして設定する方法の詳細については、「インライン認証 （19ページ）」を参照し
てください。

（注）

Windows PCとラップトップ
顧客が、キャプティブポータルURLで設定されているSSIDに接続した後で、許可リストにな
い（アクセス制御リストやウォールドガーデンの範囲にない）URLを参照した場合、顧客は、
その SSIDに対するキャプティブポータルページにリダイレクトされます。顧客がポータル内
のいずれかのメニューまたはリンクをクリックすると、ポータルで設定された認証タイプに応

じた内容のログイン画面が表示されます。ポータルへの認証を設定するときの詳細について

は、「ポータルへの認証の設定（11ページ）」を参照してください。顧客は、認証手順を実
行する必要があります。認証手順は、利用規約の承認のみ、SMS認証、Eメール認証、また
はソーシャル認証のいずれかです。各種認証タイプの認証手順の詳細については、「顧客の認

証手順（94ページ）」を参照してください。必要な認証手順が完了すると、Cisco Spacesが、
当該のデバイスにインターネットをプロビジョニングするよう、ワイヤレスネットワーク

（CUWN, Meraki）に要求を送信します。インターネットプロビジョニングが行われると、顧
客が先にクリックしていたメニューまたはリンクのWebページが同じブラウザに表示されま
す。

Windows10の場合、顧客がキャプティブポータルURLで設定されているSSIDに接続すると、
Captive Network Assistant（CNA）が表示されます。CNAによってキャプティブポータル URL
のコンテンツがロードされ、表示されます。顧客がポータル内のいずれかのメニューまたはリ

ンクをクリックすると、ポータルで設定された認証タイプに応じた内容のログイン画面が表示

されます。ポータルへの認証を設定するときの詳細については、「ポータルへの認証の設定

（11ページ）」を参照してください。顧客は、認証手順を実行する必要があります。認証手
順は、利用規約の承認のみ、SMS認証、Eメール認証、またはソーシャル認証のいずれかで
す。各種認証タイプの認証手順の詳細については、顧客の認証手順（94ページ）を参照して
ください。必要な認証手順が完了すると、Cisco Spacesが、当該のデバイスにインターネット
をプロビジョニングするよう、ワイヤレスネットワーク（CUWN, Meraki）に要求を送信しま
す。インターネットアクセスがプロビジョニングされると、CNAウィンドウは閉じます。

インターネットアクセスがプロビジョニングされた後、顧客はそれ以上の認証なしでポータル

内のメニューやリンクを移動できます。

（注）

インターネットプロビジョニング中にエラーが発生すると、キャプティブポータルが再表示さ

れます。

（注）
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キャプティブポータルで認証モジュールをインラインモジュールとして設定すると、ポータル

のリンクをクリックせずに、認証プロセスを開始できます。認証モジュールをインラインモ

ジュールとして設定する方法の詳細については、「インライン認証 （19ページ）」を参照し
てください。

（注）

Macbook
顧客がキャプティブポータル URLで設定されている SSIDに接続すると、Captive Network
Assistant（CNA）ウィンドウが表示されます。CNAによってキャプティブポータルのコンテン
ツがロードされ、表示されます。顧客がポータル内のいずれかのメニューまたはリンクをク

リックすると、ポータルで設定された認証タイプに応じた内容のログイン画面が表示されま

す。ポータルへの認証を設定するときの詳細については、「ポータルへの認証の設定（11ペー
ジ）」を参照してください。顧客は、認証手順を実行する必要があります。認証手順は、利用

規約の承認、SMS認証、Eメール認証、またはソーシャル認証のいずれかです。各種認証タイ
プの認証手順の詳細については、「顧客の認証手順（94ページ）」を参照してください。必
要な認証手順が完了すると、 Cisco Spacesが、当該デバイスにインターネットをプロビジョニ
ングするよう、ワイヤレスネットワーク（CUWN、Meraki）にリクエストを送信します。イン
ターネットプロビジョニングが正常に行われると、顧客のデフォルトのブラウザに、顧客が先

にクリックしていたメニューまたはリンクのWebページが表示されます。顧客が選択したペー
ジに加えて、ブラウザで CNAのホームページを含む別のタブが開きます。

あるいは、顧客は、キャプティブポータルのウィンドウを終了して、そのままブラウザを使用

することもできます。顧客が、許可リストにない（アクセス制御リストやウォールドガーデン

の範囲にない）URLにアクセスした場合、顧客は、設定済みのキャプティブポータル URLに
リダイレクトされます。ブラウザによってキャプティブポータル URLのコンテンツがロード
され、表示されます。顧客がポータル内のいずれかのメニューまたはリンクをクリックする

と、ログイン画面が表示されます。インターネットを利用するには、顧客はここで、前述した

認証手順を完了する必要があります。インターネットプロビジョニングが正常に行われると、

同じブラウザに、顧客が先にクリックしていたメニューまたはリンクのWebページが表示さ
れます。

インターネットプロビジョニングの後は、顧客は、それ以上の認証なしでポータル内のメニュー

やリンクに移動できます。

（注）

インターネットプロビジョニング中にエラーが生じると、キャプティブポータルが再表示され

ます。

（注）
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キャプティブポータルで認証モジュールをインラインモジュールとして設定すると、ポータル

のリンクをクリックせずに、認証プロセスを開始できます。認証モジュールをインラインモ

ジュールとして設定する方法の詳細については、「インライン認証 （19ページ）」を参照し
てください。

（注）

顧客の認証手順
さまざまな認証タイプで、インターネットを利用できるようにするために顧客が完了する必要

がある認証手順は、次のとおりです。

リンク検証付き SMSによる認証の手順
「リンク検証付き SMS」による認証を完了するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 キャプティブポータルで、いずれかのメニューアイテムをクリックまたはタップします。

ステップ 2 表示されるログイン画面で、携帯電話の番号を入力します。

（注）

[Data Capture]モジュールが設定されている場合、携帯電話番号フィールドを含むデータキャプチャフォー
ムが表示されます。

ステップ 3 データキャプチャフォームに携帯電話番号とすべての必須フィールドを入力し、[AcceptTerms andContinue]
を押します。

インターネット接続が提供され、ポータルにアクセスするためのリンクが含まれたSMSが、入力した携帯
電話の番号に送信されます。

ステップ 4 SMS内のリンクをクリックして、フィンガープリント検証を行います。

フィンガープリント検証の詳細については、フィンガープリントの検証（96ページ）を参照してくださ
い。

（注）

顧客が一定時間内に SMS内のリンクをクリックしなかった場合、[Skip]ボタンが表示されます。顧客は、
フィンガープリント検証を行わずに [Skip]ボタンをクリックして先に進むことができます。顧客が次回イ
ンターネットにアクセスしようとすると、空白の携帯電話番号フィールドが表示され、携帯電話番号の再

入力が求められます。これは、顧客がフィンガープリント検証を完了するまで、すべてのインターネット

アクセスに対して発生します。
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リンク検証付き SMSでのリピートユーザーの認証手順

さまざまなシナリオでのリピートユーザーの認証手順は、次のとおりです。

•指紋認証を完了している（[Data Capture]モジュールが設定されていない）：顧客がメ
ニュー項目をクリック/タップすると、インターネットが提供されます。

•指紋認証を完了している（[Data Capture]モジュールが設定され、[Data Capture]フォー
ムに入力されている）：顧客がメニュー項目をクリック/タップすると、インターネット
が提供されます。

•指紋認証を完了しているが、[Data Capture]フォームに入力されてない、または一部が入
力されている（必須フィールド以外）：顧客がメニュー項目をクリック/タップすると、
インターネットが提供されます。ただし、[Data Capture]フォームに変更がある場合は、
[Data Capture]フォームが表示されます。

•指紋認証は完了していないが [Data Capture]フォームに入力されている：顧客がメニュー
項目をクリックまたはタップすると、事前に入力された [Data Capture]フォームとともに
携帯電話番号フィールドが表示されます。インターネットにアクセスするには携帯電話番

号を再度入力する必要があります。これは、顧客が指紋認証を完了するまで、すべてのイ

ンターネットアクセス試行に対して継続されます。

•前回のインターネットアクセス中に携帯電話番号の検証プロセスが完了していなかった：
所定の時間内に検証プロセスが完了しなかった場合、無効な携帯電話番号に対してもイン

ターネットが提供されます。このようなリピートユーザーの場合、キャプティブポータル

が読み込まれ、顧客がポータル内のメニュー項目またはリンクをクリックすると、ログイ

ン画面に携帯電話番号フィールドが表示されます。有効な携帯電話番号を入力する必要が

あります。

• [Data Capture]モジュールが設定されており、登録情報が無効化している：キャプティブ
ポータルがロードされ、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクを

クリックすると、以前に入力されたデータを含む登録フォームが表示されます。顧客は、

フォームを更新して [Connect]を押すと、インターネットにアクセスできます。

以下は、登録情報が無効化するシナリオの一部です。

•新規必須フィールドを追加：[DataCapture]モジュールに新規必須フィールドを追加し
た場合。たとえば、次のような場合です。[Gender]フィールドなしで [Data Capture]
モジュールを設定。顧客が登録を完了。その後、[DataCapture]モジュールに [Gender]
フィールドを必須フィールドとして追加。

•オプションのフィールドが必須になった場合：[DataCapture]モジュールが変更され、
顧客が登録時に入力しなかった任意フィールドを必須フィールドとした場合。たとえ

ば、次のような場合です。[LastName]を任意にして [DataCapture]モジュールを設定。
顧客は SSIDに接続し、姓を入力せずに登録を完了。その後、[Data Capture]モジュー
ルを変更し、[Last Name]を登録のために必須とする。

•選択肢を変更した場合：選択可能だった選択肢が削除または置き換えられた場合。た
とえば、次のような場合です。「Child」および「Adult」という選択肢を伴う必須の
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ビジネスタグ、「Age Criteria」を設定。顧客は「Age Criteria」に「Child」を選択し
て登録を完了。その後、選択肢の表示を「Kids」と「Adult」に変更。

上記のすべてのシナリオで、定義済みの利用規約が変更された場合は、[Accept Terms and
Continue]ボタンが表示されます。インターネットにアクセスしたり、次の認証手順に進んだり
するには、顧客は [Accept Terms and Continue]ボタンを押す必要があります。

（注）

フィンガープリントの検証

顧客が「リンク検証付きSMS」認証用の携帯電話番号を提供すると、提供された携帯電話番号
にリンク付きのメッセージが送信され、インターネットのプロビジョニングが行われます。

フィンガープリント検証は、顧客がメッセージ内のリンクをクリックすると実行されます。事

前に定義された時間内に顧客がリンクをクリックしない場合、[SKIP]オプションを含む一時
ページが顧客に表示されます。顧客が [Skip]オプションをクリックすると、フィンガープリン
ト検証なしでインターネットにアクセスできます。

さまざまなシナリオのフィンガープリント検証ステータスを次に示します。

•顧客がメッセージ内のリンクをクリックすると、フィンガープリントが一致した場合は顧
客獲得が行われ、顧客はポータルページにリダイレクトされます。顧客は、次回の訪問時

にはリピートユーザーと見なされます。

•顧客がメッセージ内のリンクをクリックしたときにフィンガープリント検証に失敗すると
（たとえば、顧客が SMS認証の開始に使用したものとは別のブラウザでリンクを開いた
場合、フィンガープリント検証は失敗します）、確認ページが顧客に表示されます。顧客

が [Confirm]をクリックすると、顧客獲得が行われ、顧客はポータルページにリダイレク
トされます。顧客は、次回の訪問時にはリピートユーザーと見なされます。

•顧客がメッセージ内のリンクをクリックしたときにフィンガープリント検証に失敗する
と、顧客に確認ページが表示されます。顧客が [Cancel]をクリックすると、顧客は次回の
訪問時に初回ユーザーと見なされ、ログイン画面に空白の携帯電話番号フィールドが表示

されます。

•表示された一時ページで顧客が [Skip]をクリックすると、顧客は次回の訪問時に初回ユー
ザーと見なされ、ログイン画面に空白の携帯電話番号フィールドが表示されます。

SMS with Password Verification認証の手順
SMS with password verification認証を完了するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 キャプティブポータルで、いずれかのメニューアイテムをクリックまたはタップします。
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ステップ 2 表示されるログイン画面で、携帯電話の番号を入力します。

（注）

同じ携帯電話番号を使用して複数のデバイスを接続できますが、新しいデバイスを接続するたびに、以前

のユーザーアイデンティティが添付されます。

ただし、OTPを入力できるのは 1分間に 3回までです。3回試行すると、それ以上のログイン試行は一時
的に制限されます。

ステップ 3 顧客が通知の受け取りを停止するには、[Opt In to Receive notification]チェックボックスをオフにします。

（注）

[Opt In to receive notification]チェックボックスがログイン画面に表示されるのは、ポータルの認証の詳細を
設定する際、[Authentication]画面で [Allow users to Opt in to receive message]チェックボックスをオンにして
いた場合のみです。

ステップ 4 [Accept Terms and Continue]を押します。

ステップ 5 表示される画面で、SMSを通じて受け取った認証コードを入力します。

ステップ 6 [Verify]を押します。

データキャプチャフォームが設定されている場合、認証コードの検証が成功すると、データキャプチャ

フォームが表示されます。

ステップ 7 データキャプチャフォームのすべての必須フィールドに入力し、[Connect]を押します。

（注）

すべてのフィールドが任意である場合、[Skip]と [Connect]という 2つのボタンが表示されます。[Skip]ボ
タンをクリックすると、顧客はデータを入力せずに続行することができます。フォームに変更がある場合

のみ、顧客が [Skip]をクリックした際に、顧客に対して登録フォームが表示されます。

登録が成功すると、インターネットプロビジョニングのプロセスが開始し、インターネットが利用できる

ようになります。

（注）

[Data Capture]モジュールが有効でない場合、認証コードの検証後、インターネットはすぐにプロビジョニ
ングされます。

パスワード検証付き SMSによるリピートユーザーの認証手順

さまざまなシナリオでのリピートユーザーの認証手順は、次のとおりです。

•データキャプチャが設定されていない：キャプティブポータルをロードし、顧客がポータ
ル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、インターネットがプ

ロビジョニングされます。

•データキャプチャが設定されており、顧客が登録を完了している：キャプティブポータル
がロードされ、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリック

すると、インターネットがプロビジョニングされます。
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•データキャプチャが設定されていない、登録詳細が古い：キャプティブポータルをロード
し、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、以

前入力したデータが入ったデータキャプチャフォームが表示されます。顧客はフォームを

更新して [Connect]ボタンを押すと、インターネットにアクセスできます。

以下は、登録情報が無効化するシナリオの一部です。

•新規必須フィールドを追加：データキャプチャフォームに新規必須フィールドを追加
した場合。たとえば、次のような場合です。[Gender]フィールドなしでデータキャプ
チャフォームを設定。顧客が登録を完了。その後、データキャプチャフォームに

[Gender]フィールドを必須フィールドとして追加。

•オプションのフィールドが必須になった場合：データキャプチャフォームが変更さ
れ、顧客が登録時に入力しなかった任意フィールドが必須フィールドになっていま

す。たとえば、次のような場合です。[LastName]を任意にしてデータキャプチャフォー
ムを設定。顧客は SSIDに接続し、姓を入力せずに登録を完了。その後、データキャ
プチャフォームを変更し、フォームの [Last Name]を必須とした場合などです。

•選択肢を変更した場合：選択可能だった選択肢が削除または置き換えられています。
たとえば、次のような場合です。「Child」および「Adult」という選択肢を伴う必須
のビジネスタグ、「Age Criteria」を設定。顧客は「Age Criteria」に「Child」を選択
して登録を完了。その後、選択肢の表示を「Kids」と「Adult」に変更。

•前回のログイン時に無効な電子メール IDを入力した場合：キャプティブポータルを
ロードし、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリック

すると、前回ログイン時に入力された無効な電子メール IDを含むデータキャプチャ
フォームが表示されます。続行するには、顧客は有効な電子メール IDを入力する必
要があります。

上記のすべてのシナリオで、定義済みの利用規約が変更された場合は、[Accept Terms and
Continue]ボタンが表示されます。顧客がインターネットにアクセス、または次の認証手順に進
むには、 [Accept Terms and Continue]ボタンを押す必要があります。

（注）

電子メール認証の手順

Email認証を完了するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 キャプティブポータルで、いずれかのメニューアイテムをクリックまたはタップします。

ステップ 2 表示されるログイン画面で、電子メール IDを入力します。

ステップ 3 顧客が通知の受け取りを停止するには、[Opt In to Receive notification]チェックボックスをオフにします。
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（注）

[Opt In to Receive notification]チェックボックスがログイン画面に表示されるのは、ポータルの認証の詳細
を設定する際に、認証タイプ [Email]について [Allowed users to Opt in to receive message]チェックボックス
をオンにしていた場合のみです。

ステップ 4 [Accept Terms and Continue]を押します。

入力された電子メール IDが有効であれば、インターネットが利用できるようになります。

ステップ 5 キャプティブポータルの認証画面でデータキャプチャが有効になっている場合、顧客が [Accept Terms and
Continue]を押すと、データキャプチャフォームが表示されます。

ステップ 6 データキャプチャフォームのすべての必須フィールドに入力し、[Connect]を押します。

（注）

すべてのフィールドが任意である場合、[Skip]と [Connect]という 2つのボタンが表示されます。[Skip]ボ
タンをクリックすると、顧客はデータを入力せずに続行することができます。顧客が [Skip]をクリックし
た際、フォームに変更がある場合のみ、リピートユーザーに対してデータキャプチャフォームが表示され

ます。

インターネットプロビジョニングのプロセスが開始し、インターネットが利用できるようになります。

Email認証によるリピートユーザの認証手順

Cisco Spacesでは、新しいユーザーの認証ワークフローの一環として、電子メールアドレスを
一度だけ入力する必要があります。ドメイン関連のすべての検証とMXレコードのチェックは
特定の期間キャッシュされ、キャッシュされている期間内の同じドメインの他のユーザーに対

して同じチェックが繰り返されることはありません。

たとえば、10人のユーザーがキャプティブポータルに同時に接続し、同じドメイン
（xyz@abc.com）に属する電子メールアドレスを入力した場合、ドメイン検証とMXレコード
チェックは、指定されたキャッシング期間中に一度だけ実行されます。ただし、ユーザー ID
が有効かどうかを検証するために、10人のユーザーすべてに対して SMTP接続とメールボッ
クスのチェックが実行されます。

SMTP接続を確立するには、次の手順を実行します。

1. SMTPサーバーへのソケット接続を確立し、応答を確認します。

2. ELHOコマンドを実行し、応答を確認します。

3. MAIL FROMコマンドを実行し、応答を確認します。

4. RCPT TOコマンドを実行し、応答を確認します。
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キャプティブポータルの新規ユーザーオンボーディングワークフローの一環として、ユーザー

の電子メールアドレスが一度だけ記録されます。 Cisco Spacesがメールボックスチェックから
応答を受信しなかった場合でも、 Cisco Spacesへの認証が許可されます。ただし、次回のアク
セス時に電子メールアドレスを再度入力する必要があります。メールボックスチェックプロセ

スの一環として、Cisco Spacesでは、ユーザーが指定した電子メールアドレスに電子メール要
求が送信されることはありません。

図 7 :認証ワークフロー

（注）

認証シナリオ

さまざまなシナリオでのリピートユーザーの認証手順は、次のとおりです。

•前回ログイン時に無効な電子メール IDを入力した場合：キャプティブポータルがロード
され、ポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、前回ロ

グイン時に入力された無効な電子メール IDを含むログイン画面が表示されます。続行す
るには、有効な電子メール IDを入力する必要があります。
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•データキャプチャが有効でない場合：キャプティブポータルがロードされ、ポータル内の
いずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、インターネットが利用でき

るようになります。

•データキャプチャが有効で、顧客が登録を完了した場合：キャプティブポータルがロード
され、ポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、イン

ターネットが利用できるようになります。

•データキャプチャが有効で、登録情報が古くなっている場合：キャプティブポータルが
ロードされ、ポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、

以前に入力されたデータを含むデータキャプチャフォームが表示されます。フォームを更

新し、[接続（Connect）]をクリックすると、インターネットにアクセスできます。

登録情報

以下は、登録情報が無効化するシナリオの一部です。

•新規必須フィールドを追加：データキャプチャフォームに新規必須フィールドを追加した
場合。たとえば、データキャプチャフォームを [性別（Gender）]フィールドなしで設定し
た場合です。登録プロセスを完了します。その後、データキャプチャフォームに [性別
（Gender）]フィールドを必須フィールドとして追加しました。

•オプションのフィールドが必須になった場合：データキャプチャフォームが変更され、顧
客が登録時に入力しなかった任意フィールドが必須フィールドになっています。たとえ

ば、<Last Name>を任意にしてデータキャプチャフォームを設定した場合です。顧客は
SSIDに接続し、姓を入力せずに登録を完了。その後、データキャプチャフォームを変更
し、フォームで姓を必須としました。

•選択肢を変更した場合：選択可能だった選択肢が削除または置き換えられた場合。たとえ
ば、Age Criteria（年齢基準）という必須のビジネスタグをChildおよびAdultという選択
肢で設定した場合です。顧客は Age Criteriaに Childを選択して登録を完了しました。そ
の後、選択肢の表示を Kidsと Adultに変更しました。

上記のすべてのシナリオで、定義済みの利用規約が変更された場合は、[規約を承認し続行
（Accept Terms and Continue）]オプションが表示されます。インターネットにアクセスする
か、次の認証手順に進むには、[規約を承認し続行（Accept Terms andContinue）]オプションを
クリックする必要があります。

（注）

アクセスコード認証の手順

アクセスコード認証を完了するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 キャプティブポータルで、いずれかのメニューアイテムをクリックまたはタップします。

ステップ 2 [ログイン（Log In）]ウィンドウで、アクセスコードを入力します。

ステップ 3 顧客が通知の受け取りを停止するには、[Opt In to Receive notification]チェックボックスをオフにします。

（注）

[Opt In to receive notification]チェックボックスがログイン画面に表示されるのは、ポータルの認証の詳細を
設定する際、[Authentication]画面で [Allow users to Opt in to receive message]チェックボックスをオンにして
いた場合のみです。

ステップ 4 [Accept Terms and Continue]を押します。

ステップ 5 [Verify]を押します。

[Data Capture]が有効である場合、アクセスコードの検証が成功すると、データキャプチャフォームが表示
されます。

ステップ 6 データキャプチャフォームのすべての必須フィールドに入力し、[Connect]を押します。

（注）

•すべてのフィールドが任意である場合、[Skip]と [Connect]という2つのボタンが表示されます。[Skip]
ボタンをクリックすると、顧客はデータを入力せずに続行することができます。フォームに変更があ

る場合のみ、顧客が [Skip]をクリックした際に、顧客に対して登録フォームが表示されます。

登録が成功すると、インターネットプロビジョニングのプロセスが開始し、インターネットが利用で

きるようになります。

• Data Captureモジュールが有効でない場合、認証コードが検証されると、すぐにインターネット接続
が提供されます。

•時間によるセッションの制限または帯域幅の制限を設定する必要がある場合は、ネットワーク用に
Cisco Spaces Radiusサーバーを設定していることを確認してください。Cisco Spaces RADIUSサーバー
をセットアップするには、「RADIUS認証用の Cisco Merakiの設定」および「インターネットプロビ
ジョニングおよび RADIUS認証用のシスコワイヤレスコントローラの設定」を参照してください。

アクセスコード認証によるリピートユーザーの認証手順

さまざまなシナリオでのリピートユーザーの認証手順は、次のとおりです。

•データキャプチャが設定されていない：キャプティブポータルをロードし、顧客がポータ
ル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、インターネットがプ

ロビジョニングされます。
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•データキャプチャが設定されていない、顧客が登録を完了している：キャプティブポータ
ルをロードし、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリック

すると、インターネットがプロビジョニングされます。

•データキャプチャが設定されていない、登録詳細が古い：キャプティブポータルをロード
し、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、以

前入力したデータが入ったデータキャプチャフォームが表示されます。顧客はフォームを

更新して [Connect]ボタンを押すと、インターネットにアクセスできます。

以下は、登録情報が無効化するシナリオの一部です。

•新規必須フィールドを追加：データキャプチャフォームに新規必須フィールドを追加
した場合。たとえば、次のような場合です。[Gender]フィールドなしでデータキャプ
チャフォームを設定。顧客が登録を完了。その後、データキャプチャフォームに

[Gender]フィールドを必須フィールドとして追加。

•オプションのフィールドが必須になった場合：データキャプチャフォームが変更さ
れ、顧客が登録時に入力しなかった任意フィールドが必須フィールドになっていま

す。たとえば、次のような場合です。[LastName]を任意にしてデータキャプチャフォー
ムを設定。顧客は SSIDに接続し、姓を入力せずに登録を完了。その後、データキャ
プチャフォームを変更し、フォームの [Last Name]を必須とした場合などです。

•選択肢を変更した場合：選択可能だった選択肢が削除または置き換えられています。
たとえば、次のような場合です。「Child」および「Adult」という選択肢を伴う必須
のビジネスタグ、「Age Criteria」を設定。顧客は「Age Criteria」に「Child」を選択
して登録を完了。その後、選択肢の表示を「Kids」と「Adult」に変更。

•前回のログイン時に無効な電子メール IDを入力した場合：キャプティブポータルを
ロードし、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリック

すると、前回ログイン時に入力された無効な電子メール IDを含むデータキャプチャ
フォームが表示されます。続行するには、顧客は有効な電子メール IDを入力する必
要があります。

上記のすべてのシナリオで、定義済みの利用規約が変更された場合は、[Accept Terms and
Continue]ボタンが表示されます。顧客がインターネットにアクセス、または次の認証手順に進
むには、 [Accept Terms and Continue]ボタンを押す必要があります。

（注）

利用規約による認証省略の手順

顧客へのインターネットプロビジョニングを、顧客が利用規約を承認することのみを条件とし

て行うように設定することができます。

利用規約の承認のみが必要な認証を完了するには、次の手順を実行します。

Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーション
103

Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーション

利用規約による認証省略の手順



手順

ステップ 1 キャプティブポータルで、いずれかのメニューアイテムをクリックまたはタップします。

ステップ 2 表示されるログイン画面で、[Accept Terms and Continue]を押します。

インターネットプロビジョニングのプロセスが開始し、インターネットが利用できるようになります。

利用規約の承認によるリピートユーザの認証手順

キャプティブポータルがロードされ、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたは

リンクをクリックすると、インターネットが利用できるようになります。

定義済みの利用規約が変更された場合は、[Accept Terms andContinue]ボタンが表示されます。
インターネットにアクセスしたり、次の認証手順に進んだりするには、顧客は [Accept Terms
and Continue]ボタンを押す必要があります。

（注）

ソーシャル認証の手順

ポータルへのソーシャル認証を完了するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 顧客がキャプティブポータル内のいずれかのメニューアイテムまたはリンクをクリックすると、ポータル
へのすべての Social Sign Inオプションが使用できる画面が表示されます。

（注）

サインインオプションは、ポータルに設定されているソーシャルネットワークのみに表示されます。ポー

タルに対してソーシャルネットワークを設定する方法の詳細については、Social Sign In認証のためのポー
タル設定（15ページ）を参照してください。

ステップ 2 認証を完了するために使用するソーシャルネットワークのサインインオプションをクリックします。ソー
シャルネットワークのログインページが表示されます。

たとえば、LinkedInのサインインオプションをクリックすると、LinkedInのログイン画面が表示されます。

ステップ 3 ソーシャルネットワークのログインクレデンシャルを入力して、ログインボタンを押します。

ステップ 4 表示される画面で、[Allow]を押します。

リダイレクト URIがロードされ、[Terms and Conditions]画面が表示されます。

ステップ 5 [Accept Terms and Continue]を押します。
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（注）

Facebookおよび Twitterには、リダイレクト URIの設定は不要です。リダイレクト URIは、Linked Inの場
合に設定が必要です。Linked InのリダイレクトURIを設定するときの詳細については、ソーシャル認証の
ためのアプリケーションの設定（84ページ）を参照してください。

ステップ 6 インターネットプロビジョニングが行われると、[Continue]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 先にクリックしていたリンクのページを表示するには、[Continue]を押します。

ソーシャル認証によるリピートユーザの認証手順

キャプティブポータルがロードされ、顧客がポータル内のいずれかのメニューアイテムまたは

リンクをクリックすると、設定されているすべてのソーシャルネットワークについて、接続の

ためのオプションが表示されます。顧客が以前に認証のために使用したソーシャルネットワー

クは、「Continuewith [social network]」というラベルで表示されます。たとえば、顧客が以前、
キャプティブポータルを通じたインターネットへのアクセスに Facebook認証を使用していた
場合、Facebookのオプションが、[Continue with Facebook]というラベルで表示されます。これ
まで認証に使用されていないソーシャルネットワークについては、サインインオプションが

表示されます。たとえば、[Signin with Linkedin]です。

•顧客が以前に認証のために使用したソーシャルネットワークを継続して使用する場合、イ
ンターネットは、認証プロセスなしで利用できます。ただし、利用規約に変更がある場合

は、[Terms and Conditions]画面が表示されます。このとき、インターネットにアクセスす
るには、顧客は [Accept Terms and Continue]ボタンを押す必要があります。

•顧客がこれまで認証に使用されていないソーシャルネットワークを使用してサインインす
る場合、顧客は、そのソーシャルネットワークの認証プロセスの全体を完了する必要があ

ります。顧客がいずれかのソーシャルネットワークを介したソーシャル認証を使用してイ

ンターネットにアクセスした場合、認証プロセス中に [Terms and Conditions]画面は表示さ
れません。ただし、利用規約に変更がある場合は、認証プロセス中に [TermsandConditions]
画面が表示されます。このとき、インターネットにアクセスするには、顧客は [Accept
Terms and Continue]ボタンを押す必要があります。

キャプティブポータルのスマートリンクとテキスト変数
スマートリンク

スマートリンクオプションにより、パーソナライズされたWebページやメッセージを顧客に
提供することができます。[Smart Link]オプションを使用して、キャプティブポータル内のカ
スタムメニューリンクへの URLをカスタマイズし、パーソナライズされたビューを提供する
ことができます。サイトのページをユーザ別またはユーザのグループ別にパーソナライズする

ことができます。

たとえば、ポータル内のカスタムメニューアイテムに「optedinstatus」パラメータを設定する
ことができます。これにより、このカスタムメニューアイテムのWebページで「オプトイン」
ユーザーと「非オプトイン」ユーザーに対して異なるコンテンツを表示するよう設定すること
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ができます。オプトインユーザーがキャプティブポータルでカスタムメニューリンクをクリッ

クすると、オプトインユーザー用のコンテンツが表示されます。非オプトインユーザーが同じ

カスタムメニューリンクをクリックすると、非オプトインユーザー用のコンテンツが表示され

ます。

これらのパラメータを使用して顧客にパーソナライズされたビューを表示するためには、Web
ページをそれに応じて設定する必要があります。

（注）

キャプティブポータルアプリケーションで、スマートリンクを以下のオプションに含めること

ができます。

•ポータルのカスタムメニューアイテムに追加されたリンク。

•トリガー APIの URIフィールドに追加された URL。

テキスト変数

テキスト変数を使用することで、TriggerAPIを使用してAPIエンドポイントに送信されるメッ
セージに、名前、携帯電話番号、性別などの顧客の個人情報を追加できます。デフォルトで

は、メッセージに顧客の姓名が記載されます。この変数を使用して、さらに顧客の詳細を追加

できます。

たとえば、Trigger API通知を作成し、SMS通知の [メッセージ（message）]テキストボックス
に変数「mobile」および「gender」を設定していたとします。この場合、顧客がこのエンゲー
ジメントルールに基づく SMSメッセージを受信すると、メッセージには、顧客の携帯電話の
番号と性別の詳細も表示されます。

次のオプションで変数を追加できます。

• Trigger APIを使用して APIエンドポイントに送信されるメッセージ。

•初めてのユーザーとリピーターのユーザーへのウェルカムメッセージ。

•ポータルに追加された通知（バックエンドサポートのみ）。

Cisco Spacesは、データキャプチャフォームを使用して顧客の個人情報を取得します。スマー
トリンクまたはテキスト変数に名、姓、性別などの個人に関する詳細を含めるためには、ポー

タルにデータキャプチャフォームを設定する必要があります。キャプティブポータルへのデー

タキャプチャフォームの追加の詳細については、「ポータルへのデータキャプチャフォームの

追加」セクションを参照してください。

「SMS with link verification」と「SMS with password verification」メッセージに含まれるキャプ
ティブポータルの URLは、スマートリンク機能ではサポートされません。

（注）

Cisco Spacesは特定の定義済み変数を提供します。Webページのパーソナライズされたビュー
の提供と、通知メッセージへの顧客の詳細の追加には、これらの変数を使用する必要がありま

す。
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スマートリンクには、静的変数と動的変数を含めることができます。

スマートリンクまたはテキストに含めることができる静的パラメータは、次のとおりです。

表 3 :静的変数一覧

説明静的変数名

ルールがトリガーされるロケーションの名前。$locationまたは $locationName

[Location Hierarchy]の [Location Info]ウィンド
ウでロケーションに設定されたアドレス。

$Address

[Location Hierarchy]の [Location Info]ウィンド
ウでロケーションに設定されたステート。

$State

[Location Hierarchy]の [Location Info]ウィンド
ウでロケーションに設定された国。

$Country

[Location Hierarchy]の [Location Info]ウィンド
ウでロケーションに設定された市区町村。

$City

[Location Hierarchy]の [Location Info]ウィンド
ウのロケーションに設定されたエリア合計。

$TotalAreaValue

顧客の名前。$firstName（ウェルカムモジュールの初回訪
問者には適用されません）。

顧客の姓。$lastName（ウェルカムモジュールの初回訪問
者には適用されません）。

これらの変数はWelcomeモジュールには適用されませんが、カスタムモジュールとトリガー
APIにのみ適用されます。

顧客の電子メールアドレス。$email

顧客の携帯電話番号。$mobile

顧客の性別。$gender

URLリンク値。$URL

デバイスのMACアドレス。$macaddress

暗号化された、デバイスのMACアドレス。$encryptedMacAddress

データベース内のデバイスのサブスクライバ

ID。
$deviceSubscriberId

顧客のオプトインステータス。$optinStatus
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さらに、スマートリンクまたはテキストには、次の動的変数を含めることができます。

表 4 :動的変数一覧

説明動的変数名

顧客が属するビジネスタグ。データキャプチャ

フォームで設定されるビジネスタグは、変数

としてリストされます。ビジネスタグの作成

の詳細については、「ポータルへのデータキャ

プチャフォームの追加」セクションを参照し

てください。

Business Tags

顧客のロケーションのロケーションメタデー

タ。ロケーション階層で定義されたロケーショ

ンメタデータキーは、変数としてリストされ

ます。ロケーションメタデータの定義の詳細

については、「ロケーションのメタデータの

定義または編集」セクションを参照してくだ

さい。

Location Metadata

URLにスマートリンクを、またはテキストに変数を挿入するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 URLフィールドまたはテキストボックスの任意の場所をクリックするか、対応する [変数の追加（Add
Variable）]ドロップダウンリストをクリックします。

追加できる変数がリストされています。

ステップ 2 追加する変数を選択します。
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